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（午前９時30分　開議） 

○議長（森下伸吾君）おはようございます。 

　ただ今の出席議員は18人で全員であります。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

○議長（森下伸吾君）これより本日の会議を

開きます。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　日程第１　会議録署名議員の指名 

○議長（森下伸吾君）日程第１　会議録署名

議員の指名　を行います。 

　本日の会議録署名議員は、会議規則第88条

の規定により、議長において、８番　田中君、

18番　中本君の２人を指名いたします。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　日程第２　一般質問 

○議長（森下伸吾君）日程第２　一般質問を

行います。 

　順番12、12番　小林君。 

〔12番（小林　弘君）登壇〕 

○12番（小林　弘君）皆さん、改めまして、

おはようございます。一般質問３日目のトッ

プとして一般質問をさせていただきます。 

　本日なんですけど、３月５日、私は66回目

の誕生日を迎えさせていただきました。この

年まで元気に年を重ねることができるのも、

まずお母さんに感謝をしまして、それで今ま

でお仕えしていただいとる皆、議員の皆さん

にも感謝申し上げたいと思います。よろしく

お願いします。 

　議長のお許しを頂きましたので、一般質問

をさせていただきます。 

　大きく一つでございます。橋本市民病院と

して緩和ケア病棟が必要ではないかというこ

とで。 

　日本は高齢化の進展や生活習慣、感染など

の要因により、がんの発生率や死亡率が高い

ことから、がん大国と呼ばれている。橋本市

内において緩和ケア病棟のある病院はなくな

ったとお聞きしている。市内もしくは近隣の

住民が緩和ケアを必要としたときに、遠くの

病院を利用するか、または在宅緩和ケアをす

ることになるため、橋本市民病院としての考

えを、以下お伺いしたいと思います。 

　１、橋本市民病院としての緩和ケアの考え

方は。 

　２、橋本市民病院として緩和ケア病棟は必

要か、病棟を作れる可能性はあるのか。 

　３、近隣において緩和ケア病棟を持たれて

いる病院は。 

　４、国は在宅緩和ケアを進めていると聞く

が、どうしてか。 

　以上で壇上からの質問とさせていただきま

す。よろしくお願いいたします。 

○議長（森下伸吾君）12番　小林君の質問、

橋本市民病院として緩和ケア病棟が必要では

ないかに対する答弁を求めます。 

　病院事務局長。 

〔病院事務局長（池之内正行君）登壇〕 

○病院事務局長（池之内正行君）橋本市民病

院として緩和ケア病棟が必要ではないかにつ
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いてお答えいたします。 

　まず、一点目の、橋本市民病院としての緩

和ケアの考え方についてですが、ＷＨＯ（世

界保健機関）では、「命を脅かす疾患による問

題に直面している患者さんとそのご家族に対

して、痛みやその他の身体的問題、心理社会

的問題、スピリチュアルな問題を早期に発見

し、的確なアセスメントと対処を行うことに

よって、苦しみを予防し、和らげることで、

ＱＯＬ（生活の質）を改善するアプローチで

ある」と定義されています。 

　橋本市民病院では、前述の考え方を基本に、

医療の質の改善を図ることも重要と考えてい

ます。具体的には、課題解決へのアプローチ

として、医師、看護師、薬剤師など多職種の

スタッフで構成する緩和ケアチームを院内に

設置し、患者さんの痛みの症状や不安などの

身体的・精神的苦痛を和らげ、その人らしい

生活が送れるよう、多職種が協働でサポート

するなど、患者さん及びご家族に対し、切れ

目のない緩和ケアを提供しています。 

　本院緩和ケアチームの具体的な活動としま

しては、毎週火曜日に当該チームが介入する

ことで、患者さんの症状に応じたきめ細やか

な疼痛緩和を行っており、積極的な取組みの

結果、令和６年１月から12月までの実績では、

新規介入が109件、延べ介入が1,308件となっ

ており、前年比では延べ件数はほぼ倍増して

おります。 

　次に、二点目の、橋本市民病院として緩和

ケア病棟は必要か、病棟を作れる可能性はあ

るかについてですが、はじめに、緩和ケア病

棟には様々な施設基準があります。ハード的

な基準では、病棟単位であること、病棟・病

室の面積要件や、当該病棟内に患者家族の控

室、患者専用の台所、面談室、一定の広さを

有する談話室を備えるなどの基準が設けられ

ています。また、ソフト的な基準では、精神

科医師もしくは心療内科医師が常勤で１名、

看護師は７対１の配置基準が必要など、様々

な基準が設けられています。 

　本院は地域がん診療連携拠点病院であるこ

とから、緩和ケア病棟の必要性はあると考え

つつも、これら施設基準を満たすことが困難

であるため断念せざるを得ません。しかし、

緩和ケアにおいて、緩和ケアチームを中心に

多職種によるサポートをさせていただいてお

りますので、ご理解のほどよろしくお願いい

たします。 

　次に、三点目の、近隣における緩和ケア病

棟を持つ病棟についてですが、現在、橋本保

健医療圏においては、緩和ケア病棟を有して

いる病院はありません。 

　最後に、四点目の、国は在宅緩和ケアを進

めていると聞くが、どうしてかとのおただし

ですが、死は誰にも訪れますが、その死が予

感されたとき、誰と、どこで、どのように、

その後の時間を過ごすかは、多くの人にとっ

て非常に重要な問題であるかと思われます。

病院などの医療機関ではなく、自宅や高齢者

施設など住み慣れた地域で過ごせる環境を希

望する人は少なくないと思われます。 

　その希望をかなえ、在宅で病気等に伴う

様々な緩和をするための医療支援や生活支援

を提供するのが在宅緩和ケアとなります。 

　厚生労働省は、今後の少子高齢化、そして

多死社会を見据えた対応策として地域包括ケ

アシステムを構築し、2025年をめどに、高齢

者の尊厳の保持と自立生活支援を目的に、可

能な限り住み慣れた地域で、自分らしい暮ら

しを人生の最期まで続けることができるよう、

地域の包括的な支援・サービス提供体制の構

築を推進していますが、みとりを伴う在宅医

療体制の構築も必要不可欠としています。 

　その中核的な位置づけにあるのが在宅緩和

ケアであり、今後さらに進む超高齢社会への
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対応を図るため、国は在宅緩和ケアの推進を

図っているものと考えられます。 

　なお、本院においても超高齢化社会を見据

えた在宅医療を推進するため、院内に在宅医

療ワーキングを設置し、医師、看護師、ＭＳ

Ｗ（医療ソーシャルワーカー）、事務職など多

職種で検討を進めており、既に介護施設等と

の連携強化を図るとともに、今後の在宅訪問

診療の実施についても研究を行っております。 

○議長（森下伸吾君）12番　小林君、再質問

ありますか。 

　12番　小林君。 

○12番（小林　弘君）ありがとうございます。 

　一点目の、橋本市民病院としての緩和ケア

の考え方については、よく理解できました。

ありがとうございます。 

　二点目の、緩和ケア病棟の必要性はあると

のことですが、これらの施設基準を満たすの

が困難であるとのことで断念せざるを得ない

との答弁ですが、将来に向けて緩和ケア病棟

を作っていくべきなのか、ちょっと教えてい

ただきたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）病院事務局長。 

○病院事務局長（池之内正行君）ただ今のお

ただしお答えさせていただきます。 

　現在のところは、大規模改修が必要となり

ますので、病床配置にも大きな変更が生じる

ことから実施は困難だと考えておりますが、

一定のニーズがあることについては承知して

おります。今後、診療報酬制度の動向や専門

医の確保の状況も見定めて判断してまいりた

いというふうに思っております。 

　あと、それと地域医療構想、こちらのほう

に関しましても、今後新たにガイドラインの

ほうが出されるような予定となっております。

2027年度で都道府県において新たな地域医療

構想のほうの策定が進められていきますので、

26年度ぐらいからいろいろな、各構想区域ご

とに協議が進められていくということになっ

てきます。 

　次の地域医療構想の中では、外来、在宅、

介護、こういった分野も含まれて、総合的に

今後それぞれの構想区域においてどういった

医療を提供していくのか、介護を提供してい

くのかということが議論されるような形にな

ってきますので、そういったところも含めた

中で、今後、地域の病院、それと、医師会等

とも協議をさせていただきながら、ここの部

分については検討のほうをしていきたいとい

うふうに考えております。 

○議長（森下伸吾君）12番　小林君。 

○12番（小林　弘君）どうもありがとうござ

います。 

　続きまして、三点目の橋本医療圏において

緩和ケア病棟を有している病院はないとのこ

となんですが、市民病院としては、緩和ケア

病棟を希望された場合、どちらの病院を紹介

されていますか。連携している病院があれば

教えていただければと思います。 

○議長（森下伸吾君）病院事務局長。 

○病院事務局長（池之内正行君）まず、当院

で患者さんが緩和ケア病棟への入室を希望さ

れた場合、緩和ケア病棟を有する病院への紹

介を行っておるところでございます。直近で

最も受けていただくことが多い病院は国立病

院機構大阪南医療センターのほうになります。

その他に、大阪狭山市にございます樫本病院、

堺市中区にございます阪和第二泉北病院など

がございます。 

○議長（森下伸吾君）12番　小林君。 

○12番（小林　弘君）ありがとうございます。 

　緩和病棟を持たれておる病院というのは、

今お聞きするところによると、結構、距離的

にあるかなと。橋本市のがんになられた方が

最後、緩和ケア病棟のあるところへ行った場

合、その家族がそこまで行くのに結構な時間
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がかかってくるなというのは今のお答えでよ

く分かりました。ありがとうございます。 

　そういうのを鑑みて、今後、市民病院にそ

ういう緩和ケア病棟ができたらいいかなと思

ってこの質問をさせていただいているんです

けども。 

　四点目の在宅緩和ケアについてですが、本

人、ご家族が在宅緩和ケアを希望された場合

は、市民病院としての退院後の関わりについ

て教えてください。 

○議長（森下伸吾君）病院事務局長。 

○病院事務局長（池之内正行君）ただ今のお

ただしにお答えさせていただきます。 

　患者さん本人やご家族が在宅での医療を希

望された場合、当院でも、医師、看護師、Ｍ

ＳＷ、医療ソーシャルワーカーになるんです

けども、こういった多職種が介入を行いまし

て、通院時にご自宅でのお困り事の相談に対

応しております。 

　発生する症状によって様々になってくるん

ですけども、例えば、呼吸が苦しい場合は酸

素投与、痛みが強くなった場合は麻薬投与、

歩行が困難になった場合は介護保険の申請な

どをサポート、こういったことをしておりま

す。また、当院への通院が困難になった方に

つきましては、往診していただける医療機関

のご紹介を行っておるところでございます。 

　なお、先ほども答弁いたしましたが、本院

において超高齢化社会を見据えた在宅医療を

推進していくということで、院内に在宅医療

ワーキングを設置しまして、医師、看護師、

ＭＳＷ、事務職などが多職種で検討を進めて

おるところです。既に介護施設等との連携強

化を図っておるところです。今後、この在宅

訪問診療の実施についてもさらに研究等を進

めていきたいと思います。 

　当院は急性期病院ということで、いわゆる

在宅医療支援病院、在支病と呼ばれるものな

んですけども、こちらのほうも基準上なるこ

とができないということもございまして、い

ろいろ、医療を提供していく上での今後求め

られてくる部分がいろいろと変わってくると

思いますので、そのときそのときに応じて橋

本市民病院としての役割をしっかりと考えて、

地域の医療機関等と連携を図りながら、患者

さんご家族にとって一番いい医療の提供の仕

方を考えていきたいというふうに考えており

ます。 

○議長（森下伸吾君）12番　小林君。 

○12番（小林　弘君）どうもありがとうござ

います。 

　これ何で質問させてもらおうかなと思った

のは、つい最近、知っとる方が、気丈な方で

したので在宅のほうで最期を迎えられたとい

うのを見せていただいて、ああ、こんな独り

住まいの方でも、そういうペインクリニック

の先生に見てもらいながら最期を迎えること

ができるんだなというのを感じました。 

　それと、近隣の病院の緩和ケア病棟がなく

なったというのも聞きまして、今年に入って

聞きまして、あ、いつの間になくなったのか

なと思って気になって、市民病院というやっ

ぱり看板を上げとったら、やっぱり市民のた

めに大きなそういう、がんになった場合、最

期を迎えていかなあかんので、そういう緩和

ケア病棟というのがなくなったら、市民病院

としてどんな考えがあるのかなと思って質問

させてもらったわけでございます。 

　これでもう僕の質問というのは終わりなん

ですけども、病院事業管理者、市民病院とし

たらもう、先ほどもなかなか無理やという話

なんですけど、看護師の７対１とか10対１と

よく言うてますけども、緩和ケア病棟を作る

のには７対１じゃなかったらあかんというこ

とであれなんですけど、病院事業管理者の今

後の考え方を一言頂いてこの質問を終わりた
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いと思うんですけど、お願いいたします。 

○議長（森下伸吾君）病院事業管理者。 

○病院事業管理者（古川健一君）ご質問あり

がとうございます。 

　僕自身、産婦人科医師としてたくさんのが

ん患者さんを見させていただいています。根

治をめざす初期治療、それから再発を防ぐ維

持療法、再発したときの再発の治療、そして、

やはりもう積極的な治療を行わないで、精神

的・肉体的苦痛を取って落ち着いた生活を送

っていただく緩和治療、それは僕たち産婦人

科医じゃなくて僕たち医師が全員、１人でそ

れをやっております。 

　日々の診療の中でやはり思うのは、疼痛を

取ったりとか精神的な苦痛を取ってあげたり

とかというのは僕たちの力で頑張ってやって

いますけれども、ご家族と一緒に過ごしてい

ただくとかというふうな、家庭と同じような

環境をうちの病院の中で再現するのは非常に

難しいと思っています。 

　ただ、地域がん診療拠点病院でもあります

ので、やはり、がん緩和ケア病棟の必要性は

十分考えております。特に今までこの地域に

緩和ケア病棟がありましたけれども、それが

なくなったと。空白地域になっているという

ことはもう重々分かっておりますので、その

必要性についてはもう分かっておりますし、

今後もそれについては検討していきたいと考

えております。 

　ご質問ありがとうございました。 

○議長（森下伸吾君）12番　小林君。 

○12番（小林　弘君）管理者、ありがとうご

ざいます。作りにくい条件の中の質問やった

ので、答えにくい面も多々あったかと思いま

す。ありがとうございました。 

　それで、もうこれで終わらせていただくん

ですけども、私自身も橋本市民病院でいろん

な科の診療を受けながら、先生の優しいお言

葉で今、元気に過ごさせていただいているこ

とを、まずこの議場の中で市民病院の事業管

理者並びに事務の方、看護の方、職員の方に

感謝申し上げまして私の一般質問を終わらせ

ていただきます。ありがとうございました。 

○議長（森下伸吾君）12番　小林君の一般質

問は終わりました。 

　暫時休憩いたします。 

（午前９時51分　休憩） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

（午前９時51分　再開） 

○議長（森下伸吾君）再開いたします。 

　順番13、16番　土井君。 

〔16番（土井裕美子君）登壇〕 

○16番（土井裕美子君）皆さん、おはようご

ざいます。よろしくお願いいたします。 

　それでは、ただ今、議長のお許しを頂きま

したので、一般質問を始めさせていただきま

す。 

　今回の私の質問は１項目、各種ハラスメン

トの根絶に向けてでございます。 

　このハラスメントの問題に関しましては、

最近とてもよく耳にいたします。ニュースで

も大分取り上げられておりますし、地方公共

団体の首長がハラスメントにより辞職したり、

それから、議員が職員に対してハラスメント

をしたという、いろいろなニュースをよく耳

にいたしますけれども、そのたびに何とも言

えないちょっと気持ちになっているところで

ございます。 

　今回は、私自身も知らず知らずのうちに誰

かを傷つけていないのかなということの自責

の念も込めまして、この質問をさせていただ

きたいと思います。 

　そこで、職場におけるハラスメントといた

しまして、厚生労働省のほうでは三つの条件

を挙げています。その三つですが、まず、１、

優越的な関係を背景とした言動、２、業務上
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必要かつ相当な範囲を超えたもの、三つ目、

労働者の就業環境が害されるものでありまし

て、この三つの全てを満たすものがハラスメ

ントであるというふうに厚生労働省のほうで

は定義しております。 

　３の労働者ですけれども、この労働者とは

非正規雇用者も含み、また、ハラスメントの

発生場所である職場とはオフィスだけでなく、

業務に取り組む多くの場所を示しているので、

状況によっては物理的に業務を行っている職

場以外でも対象とされているということでご

ざいます。 

　今回この質問をするにあたりましていろい

ろと調べましたところ、ハラスメントの種類

というのは本当に、ざっと調べましても40種

類以上ありました。また、いろいろさらに細

かく分類すると、もっともっと多くの種類に

なるということが分かりました。 

　一般的によく知られておりますのがパワー

ハラスメント、セクシュアルハラスメント、

マタニティハラスメントでありまして、これ

らはよく３大ハラスメントとも言われている

ものでございます。 

　今回調べまして、私も初めて知ったものも

ありましたので、少しご紹介させていただき

たいと思います。 

　モラルハラスメント。モラハラとよく言わ

れております。これは言葉や態度によって相

手に精神的苦痛を与える行為。 

　次に、パタニティハラスメント。これはパ

タハラと言われております。これちょっと私、

初めて知ったんですけれども、育児休暇制度

を利用しようとする男性への嫌がらせ。 

　それから、ハラスメントハラスメント。ハ

ラハラと言われております。これも私、初め

てちょっと耳にしたんですが、上司などに対

して、何かにつけて「これはハラスメントだ」

と主張する行為、これをハラハラと言うんで

すって。 

　フォトハラスメント。フォトハラ。これは

よく耳にしますが、相手の許可なく写真を撮

ったり、写真を勝手にＳＮＳにアップするな

どの嫌がらせをする行為、フォトハラでござ

います。 

　票ハラスメント。これは票ハラと言われて

いて、有権者が立候補者に対して、投票の見

返りに不当な要求をする行為。これは私たち

議員関係なんですけれども、票ハラというの

もあるらしいです。 

　また、もう一つよく耳にしておりますのが、

また、非常にこれは問題となっておりますが、

顧客からの著しい迷惑行為。暴言、脅迫、ひ

どい暴言、著しく不当な要求などのカスタマ

ーハラスメント、いわゆるカスハラと言われ

るものがございます。 

　このように、本当に非常に多くの各種ハラ

スメントがあるようですけれども、今回の質

問では、職場内でのパワハラ、セクハラ、マ

タハラなどの３大ハラスメントと言われるも

の、そして顧客、行政から言いますと住民と

か市民になるわけですけれども、との間のカ

スタマーハラスメントを、分けて質問をさせ

ていただいております。 

　それでは、通告書に従い質問をします。 

　厚生労働省の職場のハラスメントに関する

実態調査（令和５年度）によりますと、労働

者の５人に１人が過去３年間にパワーハラス

メントを受けたことがあるという調査結果が

出ております。このように、職場におけるパ

ワーハラスメントが社会問題となってきてお

り、労働施策総合推進法において、令和４年

（2022年）４月からパワーハラスメント防止

措置が全ての事業者に義務化されました。 

　また、地方公共団体においても、令和６年

６月21日付で総務省から「各種ハラスメント

対策の徹底について」という通知の中で、防
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止に向けた対策の徹底を促しております。以

前はもう少し柔らかい感じの通達だったんで

すが、この令和６年度からは徹底というより

厳しい意味での通知になっておりました。 

　職場における各種ハラスメントは、個人の

尊厳や人格を不当に傷つけるなど人権に関わ

る許されない行為であり、職場秩序の乱れや

業務に支障が起こることにもつながり、働く

人が十分に能力を発揮できないなど、企業や

自治体においても大変な損失につながります。 

　また、冒頭でも申し上げましたけれども、

最近では地方議員、そして首長のハラスメン

トに関する報道も本当によく耳にするように

なってきておりまして、議会としても見過ご

せない問題であると感じております。 

　そこで今回は、人権に関わる各種ハラスメ

ントをなくすために、何点か質問をさせてい

ただきます。 

　１、本市におけるハラスメントの現状につ

いて。 

　２、ハラスメント防止についての取組みに

ついて。 

　３、職員向けのアンケート調査の実施につ

いて。 

　４、ハラスメント防止条例制定について。 

　５、カスタマーハラスメントの現状と今後

の取組みについて。 

　以上、明快なご答弁をよろしくお願いいた

します。壇上での質問を終わります。 

○議長（森下伸吾君）16番　土井君の質問、

各種ハラスメントの根絶に向けてに対する答

弁を求めます。 

　総合政策部長。 

〔総合政策部長（井上稔章君）登壇〕 

○総合政策部長（井上稔章君）各種ハラスメ

ントの根絶に向けてについてお答えします。 

　一点目の、本市におけるハラスメントの現

状についてですが、本市では令和４年３月に

実施した職員意識アンケートにおいて、職場

でのハラスメントの現状を把握しています。

また、職員には相談窓口を周知し、職員から

の様々な相談に応じており、その中でハラス

メントに類する相談も数件受けているのが現

状です。 

　二点目の、ハラスメント防止についての取

組みとして、職員のハラスメントに対する知

識の習得や意識の向上を目的に、ハラスメン

ト防止研修を毎年実施しています。また、新

たな取組みとして、各部に広く相談窓口を設

置することで職員が相談しやすい体制を整え、

ハラスメントの事例や対応マニュアルを職員

に周知し、悪質なものについては公表してま

いります。また、職員に相談しにくい場合も

考えられるため、外部の相談窓口も併せて案

内します。 

　次に、三点目の、職員向けのアンケート調

査の実施について、本市では令和４年３月に

実施した職員意識アンケートにおいてハラス

メントの項目を設定し、調査しておりますが、

昨今のハラスメントに対する社会的な問題意

識の高まりを踏まえ、実施方法や質問項目を

精査した上で、改めて現状を把握すべく、ア

ンケートを実施します。 

　四点目の、ハラスメント防止条例制定につ

いてですが、今後実施するアンケートの結果

を踏まえ、検討してまいります。 

　五点目の、カスタマーハラスメントの現状

と今後の取組みについてですが、本市ではカ

スタマーハラスメント対策の一環として、令

和６年９月に職員の名札表記を見直しました。

また、本市としてカスタマーハラスメントは

断固として許さないという姿勢を示していく

ために「ハラスメント撲滅宣言」をした上で、

窓口へのカスハラ防止ポスターの掲示など、

周知・啓発に取り組むこととしています。 

○議長（森下伸吾君）16番　土井君、再質問
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ありますか。 

　16番　土井君。 

○16番（土井裕美子君）それでは、再質問さ

せていただきます。 

　令和４年３月に職員意識調査アンケートを

実施されたということでございますが、ちょ

っと資料も頂きましたが、これは男女共同参

画に関する部門からのアンケートでして、25

問設問があったんですけれども、その中の３

問がハラスメントに関する設問でございまし

た。 

　答弁ではハラスメントに類する相談も数件

あったというふうにお答えいただきましたけ

れども、この相談というのはアンケート結果

からの相談であったのか、それとまた別件で

あったのか。また、その相談に関しては、も

うちょっと一問一答ですが、ちょっと関連し

ていますので一緒に行きます。解決に至った

のかなという、その辺だけちょっと教えてく

ださい。 

○議長（森下伸吾君）総合政策部長。 

○総合政策部長（井上稔章君）令和６年度の

相談に関してお答えさせていただきますと、

こちらは２件ございました。この相談はその

アンケートに基づくものではございません。 

　解決に至ったのかという点でございますが、

相談者に関しましては、行為者に対する聞き

取りを拒まれているというところもございま

すので、基本的に相談された方のプライバシ

ーを守るというところの観点から、行為者に

対する聞き取りはこの２件については行いま

せんでした。 

　ただ、何というんですか、相談した内容を

しっかり聞いてほしいというところと問題の

解決のところには対応いたしておりますので、

解決したものというふうに判断しております。 

○議長（森下伸吾君）16番　土井君。 

○16番（土井裕美子君）ありがとうございま

した。 

　市、本庁のほうはそういうことであるとい

うことで、２件あったけれども、ご本人が相

談だけであんまり広げてほしくないというこ

とであれば、それに沿っていかないと仕方が

ないので、そういうことなんですけれども。 

　この際なので、議場にいらっしゃる長もい

らっしゃるので、消防長のほうにもお聞きし

たいんですが、全国の各地の消防署、それか

ら消防本部で、2023年度に暴力や性的嫌がら

せなどのハラスメント行為が少なくとも176

件発生し、206人が懲戒処分を受けていたとい

うことがニュースで出ておりました。 

　全国の消防本部や消防署で24年７月から８

月に全都道府県の担当部署に、23年度でした

か、の実施報告を求めたというふうに書いて

あったんですけれども、本市における消防の

ほうでの現状というのが分かれば、ちょっと

教えていただきたいなと思いまして、よろし

くお願いいたします。 

○議長（森下伸吾君）消防長。 

○消防長（永井智之君）質問にお答えいたし

ます。 

　当消防本部ではハラスメントの窓口、相談

員を消防総務課に配置しており、現在、消防

本部におきましてはハラスメントの事案は発

生しておりません。議員からのお話もあった

ように、昨年７月に総務省消防庁から照会が

ありましたけれども、そのときも「発生して

いない」ということで回答しております。 

　しかしながら、先ほども言われていました

が、全国的に見ますと、消防機関においてハ

ラスメント事案というのは多数散見している

というのを把握しておりますので、危機感を

持ってハラスメントの未然の防止に努めてい

るというのが現状でございます。 

　以上です。 

○議長（森下伸吾君）16番　土井君。 
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○16番（土井裕美子君）消防に関しましては、

消防職員自身のやっぱり現場での、何という

んですか、危険度が高いので命を守らないと

いけないですから、その辺の指導というのが、

指導であるのかハラスメントであるのかと、

大分微妙だと思うんです。 

　私も体育会系の学校でずっと育ってきてい

ますし、先輩からの指導とか、それが、何と

いうんですか、愛ある指導なのかハラスメン

トなのかというのはもう本当に紙一重のとこ

ろもあると思いますので。 

　しかしながら、やはり消防職員の命を守る

ために、先輩方から厳しい愛ある指導があれ

ばいいのではないかなと思うんですけども、

その中ではやっぱり信頼関係がしっかりでき

ていればこその話だと思うので、その辺も、

ハラスメントの窓口をしっかり総務のほうで

設けていただいているということでございま

すので、風通しのよい職場というのを、関係

というのをつくっていただけるようにお願い

して、これからも、なかなか大変だと思いま

すけれども頑張っていただきたいと思います。

しっかりと、みんながいろんなことを言い合

えるような信頼関係を築いていっていただき

たいと思います。 

　それと、次、市民病院もいらっしゃいます

ので、市民病院のほうでもこのハラスメント

に関しての現状把握というのをされているの

かどうか。ここもいろいろ、ドクターと看護

師とか、いろんな多種多様な職業の方もいら

っしゃいますので、アンケート調査も行われ

ているのでしょうか。この辺も現状把握がで

きていればお教えください。 

○議長（森下伸吾君）病院事務局長。 

○病院事務局長（池之内正行君）そうしたら、

ただ今のご質問にお答えさせていただきます。 

　まず、病院としてのハラスメントに対する

対策についてでございますが、まず、平成28

年８月にハラスメント等の相談窓口といたし

まして、当時、総務課に相談窓口のほうを設

置しまして、私も今持っておるんですけども、

ＰＨＳ、携帯を、それ専用のＰＨＳを課長は

それを持っていただくような形で、時間を決

めてそちらのほうに、もしそういった相談が

あれば連絡を入れていただけるような、まず

環境整備をさせていただいたところです。 

　その次に、令和元年に入りまして、これは

国のほうの、厚生労働省のほうの委託事業で

あります「ハラスメントの悩み相談室」とい

うのがあるんですけども、こちらのほうを全

職員向けに周知のほうをさせていただいてお

りまして、どうしても職員同士ということで

相談しにくいこともあったりするかと思いま

すので、相談しにくいことに関してはそうい

った外部の相談窓口を利用していただいて、

少しでもそういったところの解決につなげて

いくことができればというふうに考えて周知

させていただいております。 

　その後、令和２年に入りまして、橋本市の

企業職員の職場におけるハラスメント防止等

に関する要綱というのを制定させていただき

ました。こちらにおきまして、セクハラ、パ

ワハラ、先ほどお話のありましたマタハラ、

そういったハラスメントを対象に、病院とし

てしっかりと取り組んでいくための要綱とい

たしまして、改めてここのところでもう一度、

病院としてのしっかりとした決意を出させて

いただいたところです。 

　その翌年に、それに関連した指針を策定さ

せていただきまして、直近のところでいきま

すと、昨年令和６年４月にハラスメント対策

委員会というのを立ち上げさせていただいて

おります。これまで、今の職員課になるんで

すけども、ハラスメントの悩み相談室という

ことで職員課のほうで対応させていただいて

いたんですが、やはりいろんなケースでご相
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談されるケースがあって、難しい問題もあっ

たりしますので、それは病院としてきちんと

対応していかないといけないということで、

外部の弁護士の先生にもご相談をかけさせて

いただきながら対応できるように委員会とい

うことで、委員会を設置させていただいて対

応できるような形で取り組ませていただいて

おります。 

　アンケートにつきましては現時点では実施

できておりません。これに関しましては例え

ばストレスチェックを、一応データとして分

析の結果だけ私のほうは一応報告を受けるん

ですけども、その中で高ストレスの中にはそ

ういった要因も含まれてくるのかなというふ

うに思いますので、もう少し掘り下げて、そ

ういったハラスメントを対象としたアンケー

トも今後実施していきながら、働きやすい職

場づくりということで、しっかりとそういっ

たところで改善できるような取組みを今後検

討していきたいというふうに考えております。 

○議長（森下伸吾君）16番　土井君。 

○16番（土井裕美子君）ありがとうございま

した。 

　結構きっちりやっていただいているんだな

と思いますけど、アンケートは大事だと思い

ますので、なかなか相談にまでは一歩踏み出

せないけれども、これちょっと書いてくださ

い、自由に書いてくださいと言うたら、やっ

ぱり心の内がさらさらとかける場合もありま

すので、ぜひアンケートは早急に実施してい

ってあげていただいて、風通りのよい職場環

境を。 

　やっぱり、しんどい仕事でも、人間関係と

かがきっちりしていて人間関係がいい職場で

あれば、辞める、退職する率というのも少な

くなると思いますし、また、外部から見ても、

こういうハラスメント対策をきっちりしてい

る病院であるというのが、アンケート調査と

かの結果も出して、市当局にも言えるんです

けれども、そういうところをホームページで

見たりしたら、ああ、ちゃんときっちりハラ

スメント対策をしている病院なんやなという

ことで、看護師不足とかにもちょっと改善の

できることもあるのかなと思いますので、ぜ

ひアンケート調査を実施していただいて、そ

ういうこともＰＲしていっていただけたらと

思いますので、お願いいたします。 

　せっかくですので、教育委員会のほうにも

お聞きしたいんですけれども、同僚議員のほ

うでいろんな、教育委員会の中で弁護士を雇

ったりとかということもありましたけど、私

も昔、以前に一般質問の中でモンスターペア

レントの話もさせていただいたこともありま

して、弁護士を雇ったらどうですかというよ

うなことも言ったことがあるんですけども、

教育委員会として、教育委員会は何か先生方

の間での調査とか、何か実態把握というのは

されていらっしゃるんでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）教育長。 

○教育長（今田　実君）学校に関しては、ア

ンケートという形では実施はしておりません。

基本的に月１回の校長会において、服務規律

についての話を必ず入れております。その中

で、毎回ということではないんですが、ハラ

スメントに関する服務規律、事例を挙げまし

て、こういうところには気をつけてほしいと

いうような、そういう協議の場を設けており

ます。 

　また、各学校においては管理職が先生方と

対面でいろんな話をする機会というのが年に

何度かあります。そういったところでも心身

の状況とかそんなのも含めて話をする機会と

いうのは取っておるところであります。 

　ここ２年間の中で相談という形では２件ほ

どありました。管理職への相談事でかけても

らう、そして、そこで言いにくかったら教育
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委員会にも相談をかけてもらうという形を取

っております。その中で２件ほどあったんで

すけれども、なかなか状況を改善するための

取組みというのは、その事例に合わせた形取

組みをしたところです。 

　以上です。 

○議長（森下伸吾君）16番　土井君。 

○16番（土井裕美子君）教育委員会のほうで

も、もういろいろ、本当、先生方はお忙しい

のはよく重々承知しておりますし、子どもた

ちの後ろには保護者もいらっしゃいますし、

職場の教職員の間の関係もいろいろあると思

いますし、なかなか、校長先生の裁量に任さ

れているという面があると思うんですけれど

も、やっぱり小さな声をしっかりと拾い上げ

る、そういう気持ちでやっぱり働きやすい先

生方の職場環境も整えていっていただきたい

ので、今後よろしくお願いしたいと思います。 

　２番の、ハラスメント防止についての取組

みについてということなんですが、行政のほ

うではハラスメントの防止の研修とメンタル

ヘルス研修を毎年実施していただいていると

いうことでございましたけれども、多分、職

員課を全て窓口にされているんですが、外部

の相談窓口もあるということなんですが、こ

の外部の相談窓口は一体、具体的にどこにな

るのかということと、この外部の相談窓口が

あるんですよということを職員のほうにはど

のように周知されているのでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）総合政策部長。 

○総合政策部長（井上稔章君）先ほどから議

員もおっしゃられているように、なかなかや

っぱり職員課に相談に来るというのも難しい、

できるだけ秘密にしてほしいという職員もや

っぱり多ございます。 

　そういったところから、和歌山県市町村職

員共済組合と厚生労働省の相談窓口、先ほど

病院からも紹介がありましたが、これらを周

知するようにしております。和歌山県市町村

職員共済組合では、窓口での相談、ウェブで

の相談、Ｚｏｏｍによる相談が可能となって

います。 

　また、厚生労働省のメンタルヘルスポータ

ルサイトの「こころの耳」では電話ＳＮＳメ

ールによる相談も可能というふうになってい

ます。 

　職員への周知につきましては、昨年８月に

も「心身の健康管理の窓口相談について」と

いうようなタイトルで文書通知をするととも

に、職員のデスクネッツ等で周知するという

ような方法で周知しております。 

　以上です。 

○議長（森下伸吾君）16番　土井君。 

○16番（土井裕美子君）周知をしていただい

て、窓口も外部には２箇所あるということで

すね。 

　それでは、いろいろ、これを調べるにあた

って、橋本市は一体どのぐらいの全国レベル

的にハラスメントに対する対応ができている

のかなというふうに調べさせていただきまし

たら、総務省の資料が出てきました。もう各

自治体のどういう対応ができているのかが、

マル・バツ・黒マルとかいう、そういうので

もう全部出てきたんですけれども、その中の

総務省の調査資料の中で、第三者による紛争

解決援助として、公平委員会への苦情相談が

可能な旨の通知というのがありました。 

　全国的に市町村レベルで見ましても、これ

を設置していない自治体が40.2％、実施して

いるという自治体が、措置済みという自治体

が59.8％ありましたけれども、橋本市には実

施していないというペケ印がついていたんで

すけれども、本市におきましては一応、地方

公共団体に設置される中立的・専門的な人事

機関として公平委員会というのを置いてくだ

さっておりますけれども、その公平委員会へ
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の相談の告知ということについては、今、ペ

ケ印でできていないということでございます

が、これは簡単にできるのかなと思いますの

で、今後それはどのような措置をされるとい

うふうにお考えがあるんでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）総合政策部長。 

○総合政策部長（井上稔章君）公平委員会へ

の苦情相談の業務といいますのが、たしか平

成16年にできているというふうに認識してい

ます。これらのことがございますので、職員

への周知というのは、もうすぐに対応したい

というふうに考えます。 

○議長（森下伸吾君）16番　土井君。 

○16番（土井裕美子君）すぐにやってあげて

ください。いろんな相談窓口があるというの

が大事なことだと思います。 

　また、その同じ資料の中で、橋本市は割と

マルが多くて、ああ、頑張っていただいてい

るんだなというのも感じましたけれども、同

じ資料の中で、公務部門における上乗せ事項

の実施状況として４項目がございました。そ

の項目の中で、本市は四つとも実施されてい

ないという状況がございました。 

　本市だけに限らずたくさんあるんですけれ

ども、その中で、他の事業者が雇用する労働

者、求職者、フリーランスと、いわゆるこれ

アウトソーシングをしているところの職員の

ことなのかなというふうに私は理解したんで

すけれども、橋本市としても、今、市民課で

もやり始めていらっしゃいますし、それから、

今後、健康福祉部門でもアウトソーシングを

取り入れるということでございますので、こ

れらの職員に関しての対応というのも今後し

ていかなければならないのではないかなとい

うふうに考えておりますが、今後それはどの

ようにされるおつもりなのでしょうか、ちょ

っとお答えいただけたらと思います。 

○議長（森下伸吾君）総合政策部長。 

○総合政策部長（井上稔章君）ただ今のおた

だしですが、議員おっしゃられたように、い

わゆる外部委託したような方の労働者に対す

る各種ハラスメントの対応、それからカスタ

マーハラスメントに対する対応、また、出向

等に対する職員の対応、これらのことがいわ

ゆる公務部門における上乗せ事項の対応状況

というところになってくるという認識です。 

　現在、壇上からの答弁でも申し上げました

が、様々なハラスメントから職員を守るとい

う取組みは市長の強い思いでもありますので、

これに向けて現在、取組みを進めているとこ

ろであります。この取組みをしっかり進める

ことでこれらの課題というのは解決できるよ

うになると。ですので、現状進めておるとい

うところで認識いただければと思います。 

○議長（森下伸吾君）16番　土井君。 

○16番（土井裕美子君）ありがとうございま

す。進めていってください。お願いいたしま

す。 

　次に、３番目、職員向けのアンケートの実

施についてでございます。 

　現状を把握すべくアンケートを実施します

という、大変よいお答えを頂いたんですけれ

ども、もう本当にこのアンケート、多くの自

治体でハラスメントのアンケートというのが

実施されております。また、そのアンケート

内容、結果というのも各自治体のホームペー

ジで公表されているところが多く見られます。 

　ある自治体では管理職中心に行ったアンケ

ートの中で、議員からのパワハラ経験がある

という回答が何と４割もあったという結果が

公表されておりました。ちょっとびっくりし

たんですが、その中でやっぱり特別職、首長、

市長であるとか副市長であるとか、教育長も

入るのかな、議員や市民、市民というのは顧

客になるわけですのでカスタマーになるわけ

ですが、も入れて、議員から職員、逆に職員
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から議員というのもあるかもしれません。そ

れから、議員同士の中でのパワハラ、セクハ

ラもあるかもしれません。対市民、顧客のも

入れた設問に関して、しっかりと入れている

アンケートもあるんです、市がやっているア

ンケートの中で。 

　ほとんどが議会主導でやっている、議会が

主導で職員に対してのアンケートを実施して

いるところも結構ありましたけれども、市が

やっているところも結構ありましたので、ぜ

ひとも本市におきましても、市で今からアン

ケートしますというふうに書いていただいた

んですが、その設問の中に特別職や対議員、

それから対市民、カスタマーですね、それも

入れた形の中でのアンケートというのを望む

んですけれども、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）総合政策部長。 

○総合政策部長（井上稔章君）ただ今のご質

問にお答えします。 

　令和４年３月の意識調査は、議員おっしゃ

られたように、男女共同の観点からの部分で、

かなり少ない設問でした。今回は一般職に所

属する職員、これは小・中学校の教職員です

とか会計年度任用職員なども含めて考えてい

ます。それから、市長、副市長、教育長の特

別職、本市議会の議員の皆さまにもできまし

たらご協力いただいて、アンケートは実施し

たいなというふうには考えております。 

　まだ市民に対しては、ちょっと設問の内容

というのが適切になるかどうかというのが分

かりませんので、カスタマーに特化したとい

う形でやるのかというのは、また今後検討の

必要があるかというふうには思っています。 

　以上です。 

○議長（森下伸吾君）16番　土井君。 

○16番（土井裕美子君）ぜひ特別職、議員も

入れていただきたい。カスタマーに関しまし

ては、市民向けのアンケートではなくて、職

員が市民からのカスハラを受けたことがある

のかどうかでございますので、それは入れら

れると思うんです。カスタマーハラスメント

に特化した形のアンケートだけを取っている

自治体もありますので、もう本当に、調べま

したらたくさんの自治体でそのようなアンケ

ート結果、アンケートの設問も出てきますか

ら、その辺は調査・研究をしっかりなさって、

後発でやるわけですから、より実効性のある

アンケートをしていただけたらなと思います。 

　アンケートを取るということは決して犯人

を探すということではございません。それぞ

れの気づきというのを促すためのものだと思

っています。ハラスメントというのは自分自

身がそんなつもりで言っていなかったとして

も、相手にとっては「もうこれはハラスメン

トだわ」「すごいしんどいわ」と言われてしま

うと、それはもうハラスメントというふうに

なってしまいますので、よりよい職場環境に

するためにもアンケートというのはとても重

要で、私たち議員自身もアンケート結果が出

ればそれは真摯に受け止めなければならない

ということですし、何も問題がなければそれ

でいいんですけれども、職員のほうからいろ

んな、特別な何か問題が出てきたときにはそ

の対策をしっかりと講じていく道しるべにも

なるのかなと思いますので、アンケートをし

っかりと取っていただきたいというお願いを

いたしましたので、よろしくお願いします。 

　次に、４番目、ハラスメント防止条例の制

定についてでございますが、これは割と、調

べましたら議員提案での条例が多くございま

した。しかしながら、首長提案でも条例制定

をされているところも何件かございましたの

で、こんなのも必要かなと思って書いたんで

すが、令和６年３月末時点では全国で52条例

ありました。52の自治体がハラスメント防止

条例を制定したということです。そのうちの
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議員提案は48条例ということなので、その48

は議会からの提案でした。 

　その後、最新として令和７年１月15日に出

ていたんですが、何と86の自治体に増えてお

りました。１年間足らずで34の自治体がこの

ハラスメント防止条例を制定しております。

86自治体で87条例が出ているんですが、一つ

の自治体だけ、職員だけ向けと特別職・議員

向けとという二つの条例を分けて提出してい

るところもありました。それはいろいろある

ので、ちょっとびっくりしたのは、この１年

間で本当によく増えたんだなということです。 

　86の自治体のうちで75条例は議員提案によ

り制定されて、首長提案は令和７年のときに

は12条例に増えていました。いろいろと新聞

報道で取り上げられている自治体が首長提案

でやっているところも多くありましたけれど

も、こういう事例がございましたので、参考

としていただけたらなと思います。 

　今後実施するアンケートの結果を踏まえ検

討しますということですが、そのとおりだと

思います。まだアンケートも何も実施してい

ないので、実態把握をしないで条例を制定す

るというのは問題もございますから、アンケ

ートを実施された上で、職員間だけでなくて、

その中に特別職、議員から議員、逆に職員か

ら議員、また、カスタマーハラスメントの面

もアンケートの中に盛り込んでいただいて、

その中で私たち議員も何らか、議員からのも

しも圧力が何かあるようなことが出てくるの

であれば議会としても見過ごすわけにはいき

ませんので、また、そのところは議会ともご

相談をしていただきながら対応していただけ

たらと思っております。 

　条例を制定したから、すぐにハラスメント

がなくなるというわけではありません。毎年

のハラスメントの研修、継続した研修が必要

でありますし、条例を制定することによりま

して、市当局も議会もハラスメントというの

は絶対に橋本市としては許さないんだよとい

う強い決意というのにつながると思うんです。 

　それを市の内外にしっかりと表明すること

で、今いる職員も救われますし、また、これ

から橋本市で働きたいなという若い世代の職

員、若い世代の方たちが橋本市で働こうかな

と思っていただいて、ホームページなどを見

ていただくと、しっかりとハラスメント防止

の条例があるんだとか、そういう職員の勧誘

の一助にもつながるのかなと思っております

ので、指針とか規程だけではなくて、しっか

りと条例を制定していただくということでこ

れに重みを持たせて、ハラスメントを許さな

いという決意のほどを内外に示していただき

たいというふうに私は思っておりますので、

アンケートの実施を踏まえということでござ

いましたので、それを受けてどのようになる

のかを私も見守らせていただきながら、もし

かしたらこの質問のパート２がそれになるか

もしれませんので、またそのときはよろしく

お願いしたいと思います。 

　最後に、カスタマーハラスメントの現状と

取組みなんですが、これは、東京都で令和７

年４月１日より全国初のカスタマーハラスメ

ント防止条例が施行されます。それに続きま

して、北海道やそれから三重県桑名市でも同

日に施行されます。このカスタマーハラスメ

ントというのは、顧客が従業員に対して不当

な要求や暴言を繰り返す行為のことでありま

して、大変、今、問題になっております。 

　お答えの中では、断固として許さないとい

う姿勢を表示して、ハラスメント撲滅宣言を

した上で、窓口へのカスハラ防止ポスターの

掲示、周知・啓発に取り組むということでご

ざいましたけれども、それだけではなくて、

このカスタマーハラスメントに関しましては

初期段階での適切な対応が最も重要というふ
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うに言われておるんですけれども、その点に

おいては、今現在、もし答えられるようでし

たら、具体的にどのような対策をするおつも

りなのかを教えていただけたらと思います。 

○議長（森下伸吾君）総合政策部長。 

○総合政策部長（井上稔章君）初期段階での

対応というところになってくるんですけれど

も、現状やはりカスタマーハラスメントに、

実際それはなるのかならないのかというとこ

ろの判断ですとか、実際、市民が例えば窓口

に来られたときに長時間お話しされていると

いうところの中で、市民もカスタマーハラス

メントに該当するというふうな認識がないよ

うな場合もあります。これらをしっかり、あ

まり細かいところまではできないと思うんで

すけれども、どういった場合が、具体的にど

ういった行為がカスタマーハラスメントにな

るのかですとか、その場合にどういった対応

をすればいいのかというのを基本指針の中に

フローチャート等も併せて、今、作成してい

るところになっています。 

　それが終わりますと、相談者になるような、

いわゆる管理職になってくるかと思うんです

が、しっかり研修を行いまして、なおかつ、

こういうものがカスタマーハラスメントにな

るんですよというような事例が分かりやすい

ようなポスターを作成して窓口等に貼ってい

く、市民にも啓発していくというような取組

みをしていく予定で、今、動いております。 

　また、先ほどおっしゃってくれた、答弁で

も言いましたが、橋本市ハラスメント撲滅宣

言については、カスハラに限らず全てのハラ

スメントを許さないというところで強い思い

を持ちまして、しっかり市内外に対してＰＲ

していきたいというふうに考えておりますの

で、よろしくお願いします。 

○議長（森下伸吾君）16番　土井君。 

○16番（土井裕美子君）早速にすぐハラスメ

ント撲滅宣言やりますということで、素早い

対応を考えていただいておりますので、あり

がたい限りでございますが、カスハラに関し

ましてはやっぱり、本当に判断基準が大事な

ので、それを全職員でまずは共有していただ

くということと、それから、やっぱり相談の

対応者を決めておくということが大事だとい

うふうに、いろいろ書いてございましたし、

相談窓口をしっかり設置するということと、

管理職も含めたカスタマーハラスメント専門

の研修というのも大事かなというふうに思っ

ていますし、業務に支障が起こったり、それ

から、やっぱりいろいろ精神を病んだりうつ

になったりとか、もう退職に追い込まれる方

もカスタマーハラスメントにおいては大変多

いというふうな資料も出ておりますし、まだ

これは本当に自治体の市町村でどんなけ設置

してあるのかなといって調べましたら、まだ

40％ぐらいがまだ全然設置できていないので、

橋本市はいち早く撲滅宣言をしていただいて、

内外にしっかりとそういうことを示していた

だくと、また職場での環境もよくなりますし、

先ほども申し上げました、橋本市で働いてみ

ようかなという、ホームページを調べていた

だく方たちからも、ああ、しっかりと対応し

てくれる自治体やなということも分かります

ので、全てにおいてよい状況になるかなと思

いますので、これから、今始まるところです

が、しっかりとこの重要性を認識していただ

いて、アンケート、それからそのアンケート

結果を踏まえた条例制定に向けて、何とか歩

み出していただきたいと思いますので、よろ

しくお願いをして、私の質問を終わらせてい

ただきます。 

　ありがとうございました。 

○議長（森下伸吾君）16番　土井君の一般質

問は終わりました。 

　この際、10時50分まで休憩いたします。 
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（午前10時37分　休憩） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

（午前10時50分　再開） 

○議長（森下伸吾君）休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

　日程に従い、一般質問を行います。 

　順番14、17番　石橋君。 

〔17番（石橋英和君）登壇〕 

○17番（石橋英和君）おはようございます。

よろしくお願いいたします。 

　最近のニュースでちょっと気になったのは、

政府が備蓄米をいよいよ放出するようであり

ますね。入札を始めますということで、今月

内にも政府の備蓄米が店頭へ並ぶようであり

ます。本来は災害時の備蓄食糧として、政府

はかなり大量の米を保管しとるんですが、こ

ういう価格調整のために放出するというのは

初めてのことだそうであります。 

　確かに高い値段でお米が売られております

が、この高値が利益もないのに長年お米を作

ってきてくれた農家の懐へ入るんだったらあ

んまり腹は立たんのですけども、どうもそう

じゃなかったようで、昔からお米特有の流通

があって、途中に問屋とかいろいろあるんで

すけども、どうもその段階でどこかでため込

んで、値上がりを待ってというか品薄感をあ

おって、値上がりをして少しずつ出していけ

ば値は下がらないということで、私はそんな

ふうに見えてしようがないんですけども。 

　今まで政府は、じゃ、備蓄米を出しますよ

と何回か言ったんだけど、その段階でもう民

間が持っているお米を放出してするのかなと

思っていたら、どうもそれをしなかって、相

変わらず高値のまま推移したということで、

いよいよ政府は21万トン出します、それで価

格が下げれなかったらその後もっと出します

からということを言い出しましたね。 

　それで値段が下がってくれれば家庭は助か

るし、政府のやり方は結果よかったんだろう

とは思いますが、もうちょっと早くやっても

よかったかなという感は持っております。た

だ、どんな時代でも米を額に汗して作ってい

る米農家にはいつになったらいい時代が来る

のかなと思って、ちょっと残念ではあります。 

　それでは、本日の一般質問をやらせていた

だきます。 

　石橋は口を開いたら高齢者福祉ばかり言っ

ていると思っている方がたくさんいます。確

かに、近年の一般質問を振り返ってみても、

ほとんどがそれであります。だからといって、

本市の高齢者福祉行政が特段に立ち後れてい

ると言いたいわけでも、山のようにある他の

行政課題を捨ておいて高齢者福祉だけを進め

ましょうと言っているわけでもありません。 

　現在の橋本市議会にはいろんな世代の議員

がいます。これはとてもいいことであります。

義務教育年齢のお子さんのいる議員から、私

のように小学生の孫がいる議員まで、特定の

世代に偏らない18人がオールジェネレーショ

ンで橋本市議会を構成しております。 

　私たち議員は、それぞれの地域の代弁者で

あると同時に、それぞれの世代の代弁者でも

あります。よって、議員の発言はその世代に

直結した生の声であります。でありまして、

私は70歳を過ぎましたので、高齢者の代表と

して日々、高齢者福祉行政の充実を訴えてお

ります。今回も、市内のお年寄りが不満に思

った事案について、しっかり抗議し、今後の

改善を求めるものであります。 

　分かり切ったことですが、行政サービスの

恩恵は全ての世代が平等に享受できるもので

なければなりません。ところが、まれに当局

はミスを犯します。最近のある事業はどう見

ても高齢者に不利なものでありましたので、

本日明らかにしたいと思います。 

　プレミアム付地域通貨の販売であります。
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これは高齢者には購入手順が難解で、買いた

かったけど、結局諦めたという声が多く聞か

れました。 

　この地域通貨Ｈａｓｈｉ－ｍｏ自体は理に

かなった魅力的な事業だと思っています。現

に、私はその予算通過に賛成いたしました。

国を挙げてのデジタルキャッシュレス時代を

追い風に、デジタルハシモは躍進していくだ

ろうと大いに期待しております。 

　地域経済というものは、市中をくまなく金

が飛び交って、そのお金で大量にものが動く

ことで維持されているものであります。預金

通帳にいくら多額の残高が書いてあっても、

優良銘柄の株券をどれだけ多く保有していて

も、それらが市中を動かなければ金ではあり

ません。経済活性化にあと一押しの位置にい

る橋本市において、プレミアムで市民の購買

意欲を喚起し、市内業者の売上げを伸ばす方

法は、高騰物価に苦しむ市民を助け、伸び悩

んでいる売上げを押し上げる一石二鳥の政策

であります。 

　そんなＨａｓｈｉ－ｍｏは事業として優等

生であります。民間企業なら、優れた事業な

らよそ見をせずにひたすら前だけ向いて進め、

でありますが、自治体の仕事としてはそれで

は不十分であります。自治体は手がけた事業

の成果だけを競い合うものではありません。

重要なのは、そのプロセスにおいて１人の市

民も置き去りにしてこなかったかが問われま

す。民間企業のように、幾らの利益を出した

から成功だったではありません。 

　さて、このＨａｓｈｉ－ｍｏはデジタル地

域通貨と呼ぶのだそうでありますが、私たち

世代には商品券と言ってくれたほうがぴんと

きます。そして、商品券と聞けば紙の1,000

円券がまず頭に浮かびます。現金で紙の券を

買い求める、この方法なら誰も買い損ねる人

はいません。 

　例えば、「橋本市のこの商品券は１枚1,000

円だけど1,200円分の買物ができる魔法の商

品券です」みたいな超アナログな触れ込みで

販売したら、高齢者は自分に呼びかけられて

いる気がして窓口に列をつくったことであり

ましょう。どうしてこれでは駄目なのですか。 

　今まで何回も言ってきましたが、若い人た

ちには難なく使いこなせているデジタルツー

ルは、多くの高齢者には使いこなせていない

ことをいまだに分かってもらえてなかったこ

と、残念でなりません。 

　今回のプレミアム付地域通貨の購入手順は、

「あなたのスマホに専用アプリをダウンロー

ドしてください」から始まります。最初のこ

の段階でもう、多くの高齢者は「私には無理

だ」と購入を諦めます。「携帯を持っていれば

できますからやってください。やれなければ

指導しますから窓口に出向いてください」と

いう今回のやり方は、結局は高齢者に冷たい

疎外感だけを残して終わったようであります。 

　先日の８番　田中議員がおっしゃっていた

ケースは、たまたま高齢者がアプリを征服で

きた、いいほうの例であり、いつもうまくい

くとは限りません。むしろしくじるケースの

ほうが多い現実から目をそらしてはいけませ

ん。８番議員のような親切な人にも出会えず、

わざわざ役所へ出向く気にもなれず、市が出

している情報だけでやろうとしてできなかっ

た人たち。このやり方では高齢者はついてく

れないかもしれないと、途中で誰か気がつか

なかったのですか。 

　高齢者がデジタルになじまない原因の一つ

には、ＳＮＳ上の特殊詐欺があったり、アプ

リのダウンロードとかインストールとかいっ

たデジタル用語へのアレルギーもあります。

確かに、その気にさえなれば高齢者にも使え

なくもないかもしれませんが、「私は使えませ

ん」と言い切る人たちがいる以上、その選択
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の自由は尊重しなければなりません。 

　そこで、市はこの拒否反応を補完しようと、

アプリではなくカードによるプレミアム通貨

の販売を同時運用しました。カードの運用は

高齢者への配慮だったのでしょうが、高齢者

へ配慮するのなら、どうして紙券を採用しな

かったのですか。 

　カードで楽に買いましたという声は聞いて

おりません。カードが使える店舗数は格段に

少ないし、やはり入手から使用までの手順が

厄介で買う気になれないという声があり、結

局、携帯もカードもどっちもどっちで、使い

にくいものを二つ並べられて、多くの高齢者

は購入を諦めました。これはどう見ても当局

のミスだと言わざるを得ません。行政サービ

スの恩恵の享受に不平等がありました。 

　時代は進んでいきますから、新しい手法は

取り入れなければなりませんし、もう既にデ

ジタルツールなしでは世の中は回っていかな

い時代であります。そんなことは分かってい

ます。しかし、そうであっても、デジタルを

フルに使いながらも、並行作業でアナログを

使っての行政も切り捨てないでほしいのであ

ります。当然それには余分な手間と経費がか

かりますが、それらは全て必要経費でありま

す。無駄な経費ではありません。 

　その必要経費をけちるのなら、橋本市が高

齢者福祉を言ってはいけません。せめてあと

10年、まだまだ社会と関わって生きている昭

和世代の何割かは、社会との接点の部分でア

ナログを必要としています。国の指導がデジ

タルだキャッシュレスだとか言っても、言わ

せておけばいいのです。どうか高齢者からア

ナログを奪い取らないでください。どうか最

新のデジタル手法と優しいアナログ方式をそ

の両輪として、本市の高齢者福祉行政を進め

てください。 

　壇上からのお願いみたいな、質問みたいな、

あと答弁よろしくお願いいたします。 

○議長（森下伸吾君）17番　石橋君の質問、

今回のプレミアム付デジタル地域通貨は購入

方法が難解で多くの高齢者は買えなかったに

対する答弁を求めます。 

　経済推進部長。 

〔経済推進部長（三浦康広君）登壇〕 

○経済推進部長（三浦康広君）今回のプレミ

アム付デジタル地域通貨は購入方法が難解で

多くの高齢者は買えなかったについてお答え

します。 

　プレミアム付デジタル地域通貨は、購入分

にプレミアムポイントを付与して消費者の購

買意欲を刺激することで、市内での消費喚起

につなげ、地域経済の循環を図る目的で実施

しています。 

　デジタル式にした背景として、まず、新型

コロナウイルス感染症の蔓延時に複数回実施

した「みんなで支えあい橋本市生活応援クー

ポン」事業での課題があります。この事業は

全市民への紙クーポン券配布事業であり、目

的や形態は違いますが、偽造防止対策を講じ

たクーポン券の印刷や配送など発行に多額の

経費が必要であること、換金手間など加盟店

舗の負担が大きいこと、現金と同様に厳重な

管理が必要であることなどの課題がありまし

た。 

　一方で、デジタル式の場合、印刷費などを

含めた事務経費を消費者に還元できること、

自動精算により店舗負担が大幅軽減できるこ

と、システムで通貨管理が可能なため安全性

が高いことがメリットとして挙げられ、また、

国としてもデジタル社会の実現を重点事業と

して挙げていることから、デジタル式とした

ところです。 

　しかしながら、議員おただしのとおり、デ

ジタル地域通貨導入当初より市民の方から、

「スマートフォンを持っていない人が買えな
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いのは不公平だ」「チャージ方法が分からない

ので買うのを諦めた」などの苦情は頂いてい

ます。 

　このことから、できるだけ多くの方にご利

用いただけるよう、令和５年度の導入時には

各地区公民館で市民説明会を実施し、導入後

は各地区公民館でのスマホ教室や市役所窓口

で説明対応を行っているところです。 

　また、本年度からアプリ式に加えて、プレ

ミアム付デジタル地域通貨をはじめ、さんか

くポイントや推進ポイントなど、Ｈａｓｈｉ

－Ｍｏ（ハシモ）全体で利用できるカード式

のＨａｓｈｉ－ｍｏカードを追加導入し、ス

マートフォンをお持ちでない方にも参画いた

だけるようになりました。 

　国全体としてデジタル化が進んでいる状況

であることから、今後につきましても可能な

限り住民の声に耳を傾けながら、Ｈａｓｈｉ

－ｍｏを通じてキャッシュレス決済が浸透で

きるよう、普及・啓発に取り組んでまいりた

いと考えていますので、ご理解のほどよろし

くお願いします。 

○議長（森下伸吾君）17番　石橋君、再質問

ありますか。 

　17番　石橋君。 

○17番（石橋英和君）今の答弁を聞かせてい

ただいて、デジタルを採用した理由としては、

そういう紙印刷でやると経費がかさむんです

と。その他、手間も、あと、店舗からそれを

回収して現金化、支払いする段にもそれなり

の手間がかかる、結構経費がかかるので差し

控えたと。それと、国の指導としてデジタル

でキャッシュレスでという指導もあるからと

いう答弁ですね、主に。 

　それと併せて言っていただいたのは、スマ

ホを持たない人、高齢者が使いこなせない人

が使えなくて困るという苦情も聞きながらだ

ったのですという、主にそういうふうな内容

だったと今の答弁を聞かせていただいたんで

すけど、そのとおりで、両方経費がかかるの

も困るのもよく分かるし、かといって、これ

を切り捨てたら、高齢者はもうここから先ず

っとそういうのはもう放っとかれるのかとい

う、それもよくないなという気がしながら聞

いていたんです。 

　これは全市民、全世代に提供する政策です

よね。特定の、子ども、給食費無料化だった

らそこをターゲットにとかピンポイントで展

開する政策ではなくて、もう市民の皆さん全

部という扱いだったら、やっぱり市民の皆さ

ん全部が使えることを、使いやすいことをや

っぱり基準に置いておかないと、あまりにも

その使いやすさに差があると、それはやっぱ

り市民全体に政策を提供しているとは言えな

いと思うんです。 

　私も、だから、いっぱい耳に入ってきたか

ら、「こんなもん、携帯なんてもともと使うの

は嫌いで、携帯というのは電話では使うけど、

それ以外はもう使わないことに決めているし、

それで何かダウンロードしてどうだこうだと

言われたって、私はもうはなから聞かないん

だ」と言う人が、「みんなは２割のプレミアム

がついて、私もやりたいけど、こんなもん無

理だよ」という話が耳に、そちらにもいっぱ

い入ってきているんでしょうけど。 

　ほんで、だから、「紙で買えたら僕は買いに

行くんだけど、それがなかったから結局買わ

なかった」という声に対して、何とかしてあ

げんといかんなというのが今回の出発点で、

それで、どうなのかな。 

　これ13番議員が出してくれたのね、映像で。

それのパクリです。その中に、紙でプレミア

ム商品券を出していたのがたまたま見つかっ

たので、ちょっと彼に確かめさせてもらった

ら、「うん、これ紙でやってるわ」ということ

で、東京都板橋区が紙の商品券を出している。
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岩手県盛岡市も紙でやっている。これ二つだ

けで、ほかは僕調べてないし、ここへ連絡を

取る暇もなかったので、どういう理由で紙に

したのかという辺りは確認はしていないんで

すけども、でも、紙でやったことは間違いな

いみたいです。 

　でも、東京都なんてこんな大都会のデジタ

ルが中心で動いている都会があえて紙にして

いるというのは、私の推測だけど、やっぱり

高齢者なりに配慮をした上で、経費をかけて

紙を採用したんじゃないかなと推測している

んです。 

　絶対、経費はかかります。だって、今の主

流がデジタルだから、当然このＨａｓｈｉ－

ｍｏはデジタルで進めていくべきだと私も思

っています。それで経費がまずかかって、そ

の後、追加で紙のをやるとなったら、もう二

重な経費がかかって、それはもう大変だとい

う現実は確かにあるんです。あるとしても、

高齢者に寄り添った高齢者福祉を橋本市は実

践していくんだというのであれば、その経費

はしょうがないじゃないですか、必要経費じ

ゃないですか、やっぱり。 

　それを経費がかかるからうちはできません

と言えば、高齢者福祉と言っているけど、そ

のお題目だけで、実際はどこかでやっぱり切

り捨てているんじゃないですかと言われてし

まっても、これはしょうがないかなという。 

　だから、限りある予算だから、どこかを節

約して、どこかに回さないかんのだけども、

たまたまこのＨａｓｈｉ－ｍｏで私は言わせ

てもらいましたけども、デジタルかアナログ

かという問題はこれに限らず、行政施策、ほ

かにもいっぱいこれが出てくると思います。 

　それ、デジタルかアナログかといえば、今、

活躍中の若い人たちなのか一線を引いた高齢

者なのかという問題とイコールになる部分が

多いんですよね、やっぱり。アナログでまだ

人生、社会と交わっていくだろうなという人

が必ず、私ざっとの計算であと10年ぐらいは

なくしてやらないでくださいとさっき言った

んだけど、その数字がどうかは分からんけど、

でも、最低10年ぐらいは、それやめちゃうと、

その人たち社会との接点が非常に持ちにくく

なる。 

　だから、このアナログかデジタルかという

問題は、活躍世代か高齢者かの問題になって

くるので、だから、全部アナログを切らない

でくださいというお願いがしたかったわけで、

経費はかかってでもそれは必要だという認識

でお願いできませんかという趣旨の発言なん

です。だから、それを踏まえてどうですか、

何らかの答弁を頂けませんか。 

○議長（森下伸吾君）市長。 

○市長（平木哲朗君）これは高齢者施策でや

っているわけではないんです。これはあくま

で経済対策でやっています。高齢者施策でや

るとなれば、橋本市の65歳以上の皆さんに平

等に行き渡るようにするような施策であれば

できるかなと。コロナ時代のように、そうい

う全市民を対象にした分であれば可能かなと

思いますけど、これはあくまで経済対策とい

う部分で、全市民に行き渡るような予算措置

はしていません。 

　それやったら、令和６年度、２万円までい

けるとなると、全市民にやると思ったら、12

億円以上の予算を組まんとでけへんわけです。

そこまでは全然予算は組めていませんし、そ

こまで行くとかなり莫大が費用がかかります

し、できるだけ、国も今、問題になっている

ように、多くの事業をするのに経費がかかり

過ぎているという問題があって、これは会計

検査院からでも無駄な経費ちゃうんかという

話も出ています。 

　その中で、できるだけその経費を市民の人

にお渡しできるように、このＨａｓｈｉ－ｍ
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ｏというのが１人でも多くの皆さんにそうい

う経費の分をお渡しできるというところを私

たちは主眼に置いています。 

　私も前回発行したとき、サロンとかいろん

なところへ行っていろいろ言われましたけど、

でも、やっぱりきちっと説明もしましたし、

これからはデジタル化の時代になってくるの

で、これから何でもスマホでできる時代にな

ってくるので、一緒に公民館へ行って勉強し

てもらったり、市役所へ来てくれたらちゃん

と職員が教えますよという話もさせてもらっ

ています。 

　これは高齢者を切り捨てているのではなく

て、経済対策として、地域の商店の人が少し

でも収入が上がるように、物価高騰で苦しん

でいるところを助けられるようにするという

のが大きな主眼点になっています。 

　確かに、それはいろいろ問題あると思いま

す。だから、今回はカードを導入して、高齢

者の人にも使ってくださいねというふうなこ

ともしています。ただ、店舗が少ないことも

事実です、やってくれるところが。そうなる

とまた費用がかかるというところもあります

ので、決して高齢者を切り捨てているわけで

はなくて、これはあくまで経済対策やと。コ

ロナのときのように、お金が入ってきて全市

民に行き渡るようにするときにはまた両方や

らなあかんのかなとは思いますけども、今は

あくまでも物価高騰で苦しんでいる、商売や

っている方に対しての支援であると。 

　これは市民の人にも支援をしていただいて

いるということなので、やっぱり１万円買う

て１万2,000円になりますけど、市で見ている

のはあくまで2,000円分で、１万円は市民の人

に出してもらっているというようなプレミア

ム商品券なので、その辺はご理解いただきた

いと思います。 

○議長（森下伸吾君）17番　石橋君。 

○17番（石橋英和君）市長のおっしゃるのも、

それはよく分かるんですけども、でも、市内

の店舗側というか産業側に元気をつけたかっ

た、売上げを上げてほしかった、そのための

重きを置いた政策であるからと。でも、店舗

側とそれを買う市民側、両方でやっぱり成り

立つわけですよね。買う側がなければ店舗の

売上げなんて上がりっこないんだから。だか

ら、店舗で売上げをしようとしている店舗側、

Ｈａｓｈｉ－ｍｏを買おうとする市民側、そ

の二つで成立するもので。 

　店舗側がとにかくちょっとでも売上げが上

がってほしいんだという、こっちに主力を置

いたからという政策であってでも、買う側が、

やっぱりそういう商品券を売るんだったら、

みんなに買えるようにしてほしかったという、

その気持ちも大事だと私は思うんです。経済

面優先でやった政策やから、こっちはちょっ

と不具合があっても我慢してくれよと、それ

は市民にはちょっと酷な話じゃないかなと私

個人は受け止めるんです。 

　だから、カードも、アプリを使わない人が

いるのは皆さんご存じで、それは当然おるだ

ろうと分かった上で進めていることなので、

それで今、市長おっしゃったように、勉強会

も開いて、世の中はそういうデジタルの時代

に変わっていくから、１人でもデジタル社会

に参加できるようにということも進めている

と。それも大事で、だんだんだんだんそのよ

うにはなっていくだろうと思うし、そうなっ

ていくのは非常にいいことだとは思うんです

けども、でも、どうしてもそこで置き去りに

なる人、私はアプリ嫌いだという人がおりま

すから、だから、その人たちが今回、不平の

声が上がったことから始まったんですけども、

経済側を優先したかったから、こっちはちょ

っとそういうことは我慢してほしいというの

は、ちょっと私は首をかしげてしまうんです。 
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　せっかくやるんだったら、だって、カード

をやろうとしたんだったら、それに何ぼかの

経費、手間がかかったんだったら、それより

高くはつくんだろうけど、高くはついてでも

紙の商品券を一緒にやってあげてくれたら、

アプリ使えないのと関係なく誰もが買えるん

です。買えるし、もっと売上げが最初から私

は伸びたんじゃないかなと想像するんです。

どうも使いにくかったから最初の出だしが割

とゆっくりしているなみたいな。 

　ちょっと話が変わるんですけど、万博の入

場券の予約が売れていないというのも、批判

の一つに、全部アプリでやっているから買い

にくいというのをちょいちょい聞きますけど

も、それはうちがやっている万博じゃないん

だから関係ないけども、でも、やっぱりまだ

今の世の中、そういうデジタルだけで走った

ら、どこかでやっぱりちょっと補完できない

部分があるんだなという証明の一つだと私は

見ているんです。 

　だから、橋本市もそこのところ、市長、経

済面を考えてやったことだからしょうがない

というのは、もうちょっと配慮はしてほしか

ったなという気があるんです。どうですか。 

○議長（森下伸吾君）市長。 

○市長（平木哲朗君）先ほども申しましたよ

うに、もともと全ての市民の方に行き渡るＨ

ａｓｈｉ－ｍｏじゃないんです、今回は。あ

くまで経済対策ということでやっている部分

でありますし、全ての市民の方に買ってもら

えるほどの予算措置はしていないんです。 

　その中で、じゃ、幾ら紙を刷るのとか、そ

ういうまた経費が、これが市内業者でまだ印

刷会社があって市内業者にお金が入るのであ

ればええけど、残念ながら橋本市にはその印

刷技術を持ったところがないんです。他市へ

持っていかなあかん。そこは逆に他市にお金

が入ってしまう。 

　ということになれば、やっぱりできるだけ

同じまちの中で完結をしていくほうがいいの

かなとは思いますし、先ほども言いましたよ

うに、じゃ、全ての橋本市民の方にＨａｓｈ

ｉ－ｍｏをお渡しするようにするのであれば、

コロナ禍のようなやり方をするのであれば、

それはできると思いますけど、今回は限られ

た予算の中で、できるだけ経費も抑えて、多

くの市民の皆さんにその経費の部分を恩恵を

受けてもらえるように進めている施策なんで

す。 

　例えば、高齢者で、じゃ、65歳以上の人に

１万円を配りましょうというのであれば、こ

れは現金で払ったほうがはるかにコスト的に

は安くつきますし、今回は全市民、子どもた

ちでもひょっとしたらこれの恩恵を、スマホ

持っとるけど恩恵を受けることはない市民の

人もいてるわけです。限られた金額の中で予

算措置をして、買いたいという人の希望をか

なえていくという部分では、そこはもう条件

的には、全ての人に満足してもらえるような

ことはコロナ補助金のような状況にしない限

り、それはできません。 

　かといって、うちも18億円もかけて、次は

３万円なので、18億円もかけてやるほど、ち

ょっと、かえって経費も上がってきますし大

変なので、これはあくまで限られた予算の中

で買っていただくということになります。市

民の全ての人に2,000円を渡すのであれば別

ですけれども、そうではないので。 

　例えばもう高齢者施策で、また臨時交付金

等が入ってきたときに、じゃ、高齢者に１万

円ずつ配りましょうということになれば、そ

ういうことはできますけども、これはあくま

で市民全体のことなので、高齢者だけを差別

している、区別しているということではない

んです。限られた予算の中で、できるだけ多

くの人に買ってもらいたいということなので、
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そこはもう理解していただかないと、全て高

齢者がということでもないと思いますし、高

齢者の施策の中でもし予算が必要なところが

あるのであれば考えていきたいとは思います。 

　そこはもうご理解いただかんと、今度、令

和７年度予算を審議していただきますけど、

それでいくと18億円もうようせんなというよ

うなことになると思うんです。やっぱりこれ

はプレミアム商品券で出す以上、全ての方に

満足していただける施策ではない、これはあ

くまで経済対策であるというご理解をしてい

ただかないと、全てやるとなると橋本市民の

皆さん全員に配るような方法を今度考えない

といけなくなってくるので、その辺はご理解

いただきたいと思いますし、私たちも１回目

の反省を踏まえてカードを導入して、より多

くの人に使ってもらえるような工夫をしてい

ます。そこはご理解いただきたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）17番　石橋君。 

○17番（石橋英和君）全ての人にやろうとし

たらもっと莫大な資金が要るからと、それは

確かにそうだとは思います。だから、今回も

予算額まで達したらもうここで打切りに当然

せざるを得んことであって、あの規模の予算

で止めなきゃならんというのは、もうこれは

スタート時点から分かっていたことで、だか

ら、あの時点で止めるとして、少なくとも１

万円買えば2,000円そのプレミアムを手にす

るわけで、それを欲しいと思った人の、それ

が市民全員じゃない、この予算額の範囲内で

欲しいと思った人のある意味奪い合いのよう

な格好になるにしても、それだけ、2,000円も

らえることは誰かってほしいと思う人がいっ

ぱいいるわけで、その範囲の中で買いやすか

った人と買えなかった人とあったんですよと

いうのが。 

　でも、その小さい予算で紙で印刷して、そ

んなところへ経費を使っていたら、もうとて

も賄い切れない政策だったと言えば、確かに

そうだったんだなという気はいたします。 

　じゃ、それはそれで説明を聞かせていただ

いたとして、私がもう一つ提案した、今後、

橋本市のいろいろ打っていく政策において、

世の中はデジタルの時代でだんだんそうなっ

ていくし、なっていかなあかんし、だけど、

でも、この商品券の問題以外に、政策で、ア

ナログも残していけばまだまだ社会と接点を

持てる世代というのが、それは一つかみだけ

ど、おるんですよと。その人たちのためにア

ナログも残しながら行政を進めていってもら

えませんかという要望に対しては、どんなふ

うに答弁いただけますでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）市長。 

○市長（平木哲朗君）私は全てデジタル化で

行政サービスが完結するとは思っていません。

今、窓口業務の委託を進めているのも、ここ

で余剰人員が出てきたら、もっと市民との対

応をしやすくする。福祉の中でも本当は相談

窓口をつくっていきたいとは思っています。

でも、それはアナログなので、ただ、職員の

確保もしていかなあかんということで、デジ

タルでやれることはデジタルでやります。証

明書の発行とか、もうわざわざ市役所まで来

てもらわんでも、コンビニで取れますよとか

携帯でできますよということはデジタル化し

ていきますけど、一方で、相談とか福祉の問

題でやっぱり対面でやらなあかんことは対面

でやっていくということになります。 

　全部デジタルにできたらロボット入れやな

あかんようになってしまうので、そんなこと

はとてもじゃないからできないので、ただ、

これからの時代というのは、逆に対面ででき

る、相談できる体制をより強固にしていくか、

人員をうまく振り分けていくかということが

大事で、デジタルのところで終わった職員は

他のところへ移ってもらうとか、そうやって
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市民との関わりを深くしていくというのがこ

れからの時代で、デジタルとアナログをどう

うまく活用して、それに対する職員配置をど

うしていくかということも考えて、より市民

サービスが向上できるように、それが大事な

ことなので、決してアナログがなくなるとい

う時代は来ないと思います。 

　やっぱり、職員が市民と対話をしながら問

題を解決していくというところは絶対に必要

なので、そこはもう間違いなくデジタルだけ

の世界にはならないと思いますし、橋本市と

してもアナログの部分は必要なところは残し

ていくというように考えていますので、ご理

解いただきたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）17番　石橋君。 

○17番（石橋英和君）そうですね。対話もも

ちろん、もう一番メインは対話もアナログで

ありますから、対話は絶対なくさないと、そ

れはありがたいことでありますけども、それ

以外にも、ツールの部分でどっち使うのと言

ったときに、これ紙で送ろうか、もうデジタ

ルで送ろうかというような選択もあったりも

するでしょうし。 

　そんな部分において、私たまたま、もう高

齢者の代弁役を議員としてやろうと決めてい

るので、高齢者の立場の発言ばっかりにもう

なっているのは自分でも分かっているんです

けども、それが私の仕事だと思っているから

お聞きいただきたいんですけども、とにかく

高齢者としたら、デジタルで来られるともう

勘弁してとなるから、アナログで来られたら

助かるんですという高齢者のことを考えなが

らお願いしたい。 

　だから、対話においで、いくらでも説明す

るよと、それもありがたいんだけども、行政

でいろいろなツールを使う、市民宛てに、そ

れが便利だし安くつくし、だから、オールデ

ジタルでとならないように、やっぱり高齢者

が理解できるような格好でのツール選択もお

願いしたいということなんです。 

　部長、首を振って聞いてくれているのはう

れしいけど、何か一言頂けるか。 

○議長（森下伸吾君）総合政策部長。 

○総合政策部長（井上稔章君）先ほどから市

長もご答弁させていただいておりますとおり、

決して全てをデジタル化して、もうアナログ

は残さないよという意味ではございません。

必要な部分については当然残していきますし、

デジタル化は当然利便性が進むというふうに

認識していますので、使える方についてはし

っかり使ってもらう。 

　使いたいよと思ってくれているご高齢者、

それから、使えない若年の方もいらっしゃる

かと思います。そういう方には公民館等で、

今回のプレミアム付デジタル商品券について

も、４月中頃から説明会というのを政策サイ

ドと経済サイドで公民館等を通じて実施する

ような予定で進めています。そういうような

方についても、できるだけそういうところに

参加いただいて、デジタルで使えないという

ところもあるかもしれませんが、この時代の

流れといいますか、というところにも乗って

いただければなという気持ちがございますの

で、ご理解いただけたらと思っております。 

　以上です。 

○議長（森下伸吾君）17番　石橋君。 

○17番（石橋英和君）それで次の話になるん

ですけども、これまた来期もやられる計画で

おられるんですね。このプレミアム付デジタ

ル地域通貨は今回で終わるわけじゃなくて、

次もやろうというお考えで。 

○議長（森下伸吾君）総合政策部長。 

○総合政策部長（井上稔章君）今回につきま

しては国の補助金等を活用した事業となって

います。来期以降については財政状況も踏ま

えながらというところにはなりますが、基本
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的にＨａｓｈｉ－ｍｏの活用というのはやっ

ていきたいと考えております。 

○議長（森下伸吾君）17番　石橋君。 

○17番（石橋英和君）それで、もし来期もや

るとして、２割だかプレミアムをつけた商品

券のようなものもやろうとしたら、デジタル

と紙券も同時に運用するかどうかを、答えら

れる範囲でしかしゃあないですね、そんな将

来のことを今言えと言うたって。 

　でも、絶対、今と同じことをやっても、そ

んなに１年でみんなデジタルに練習を積んで

できるようにはならんから、絶対積み残しと

いうか、「俺やりたかったのに、やられへんか

った」という人は必ずあることは事実なんで

す、これは。だから、そんなことも含めて、

次やるとしたらどうしようか、言える範囲で。 

○議長（森下伸吾君）市長。 

○市長（平木哲朗君）もう先ほどから答弁し

ていますように、ほんまに市民一人ひとりに

例えば配るんでしたらそういう選択肢はある

かなと思いますけども、限られた予算の中で

やるようになれば、紙という選択肢はありま

せん。少しでもそういうデジタルに慣れてい

ただく、そのために公民館でいろいろスマホ

の教室を開いて、役所の中へも来ていただく

人もおりますし、そういうふうにやっていく

中で、もう紙をやるとまたそれが逆方向へ行

ってしまう可能性もありますので。 

　例えば、臨時交付金が出てきて全市民を対

象にしなさいというような施策のときは考え

られますけど、限られた予算の中で、予算も

小さくて全市民が対象にならん場合は紙は作

りません。それだったら、その作る経費を市

民に還元するほうがよっぽど効率的な予算の

使い方になると思いますので、もう紙に戻る

ということは、よっぽどのことがない限りな

いと思います。 

○議長（森下伸吾君）17番　石橋君。 

○17番（石橋英和君）分かりました。いろい

ろと私に言ってきた人たちがおりますが、私

も何らかの返事を伝えなきゃいけないので、

皆さん、これからやっぱりもう紙の時代とい

うのはなくなっていくから、しっかりデジタ

ルを使えるように勉強していこうよと、その

ように言うようにします。しょうがないです

ね。 

　終わります。 

○議長（森下伸吾君）17番　石橋君の一般質

問は終わりました。 

　この際、午後１時まで休憩いたします。 

（午前11時43分　休憩） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

（午後１時00分　再開） 

○議長（森下伸吾君）休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

　日程に従い、一般質問を行います。 

　順番15、18番　中本君。 

〔18番（中本正人君）登壇〕 

○18番（中本正人君）あと２人となりました。

もう少しお付き合いのほどお願いしたいと思

います。 

　私も今年77歳になります。喜寿。しかし、

気持ちはいつまでたっても若く、明るく、元

気にいきたいなと思いますので、お付き合い

のほどよろしくお願いしたいと思います。 

　それでは、通告に従いまして一般質問させ

ていただきたいと思います。 

　今回は１項目で、橋本市の公園について質

問したいと思います。 

　日曜日、祭日の公園は多くの皆さんでにぎ

わっています。特に杉村公園やすらぎ広場、

名古曽児童公園は、日曜日、祭日は駐車場は

満車で車が止められない状況です。特に杉村

公園やすらぎ広場には河内長野市からも見え

ていただいています。 

　私も河内長野市の保護者の方とお話をする
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機会がありまして、「どうして河内長野市にも

たくさんの公園がありますのに橋本市まで来

てくれるんですか」と聞いたところ、「橋本市

の公園はきれいだ」ということです。また、

あやの台の保護者の方にも聞きますと、ふわ

ふわドームがあり、子どもが行きたがるとい

うことです。 

　しかし、市内の公園の中には使用できない

遊具もあると聞いています。当局はこのよう

な公園をどのように考えているのか、お伺い

いたします。 

　以上、壇上からの質問を終わります。 

○議長（森下伸吾君）18番　中本君の質問、

橋本市の公園に対する答弁を求めます。 

　建設部長。 

〔建設部長（西前克彦君）登壇〕 

○建設部長（西前克彦君）橋本市の公園につ

いてお答えします。 

　議員おただしの、使用できない遊具に関し

ては、令和５年度に市内の公園にある遊具に

ついて専門業者による点検を実施したところ、

一部の遊具において、これまでの日常点検で

は確認できなかった安全基準不足や劣化が判

明し、使用不可となった遊具については利用

者の安全確保のため使用禁止措置の対応を行

いました。 

　具体的には、366基の遊具のうち105基の遊

具が使用禁止となりましたが、本年度で64基

の修繕及び撤去を実施しました。残りの遊具

41基につきましては修繕ができないため撤去

を考えており、令和７年度に予定しています。 

　これからも公園利用者の安全安心に努めた

いと考えますので、ご理解のほどよろしくお

願いします。 

○議長（森下伸吾君）18番　中本君、再質問

ありますか。 

　18番　中本君。 

○18番（中本正人君）それでは、再質問させ

ていただきます。 

　昨年度に366基の遊具を点検し、105基の遊

具が使用禁止となったと思います。どれくら

いの公園を対象として調査したのか、また、

その内訳をお聞かせ願いたいと思います。よ

ろしくお願いします。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）昨年調査した公園

の数ですけど、全体で89箇所の公園を調査い

たしました。その内訳としましては、都市公

園51箇所で228基の遊具のうち39基の遊具を

使用禁止といたしました。また、ちびっこ広

場では38箇所の138遊具のうち66基の遊具を

使用禁止といたしました。 

○議長（森下伸吾君）18番　中本君。 

○18番（中本正人君）ありがとうございます。

ただ今の答弁で、全体で89箇所の公園を調査

したということ、そして、内訳としましては、

都市公園で39基の遊具の使用禁止、ちびっこ

広場におきましては66基の遊具が使用禁止に

なったということですね。分かりました。 

　次にお伺いしたいのは、現在、修繕が困難

で使用禁止となっている遊具がある公園数は

幾らあるのか、お伺いします。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）お答えします。 

　現在、使用禁止となっている遊具があるち

びっこ広場の数ですけど、25箇所で41基の遊

具を使用禁止としております。 

○議長（森下伸吾君）18番　中本君。 

○18番（中本正人君）25箇所で41基の遊具が

使用禁止ということですね。分かりました。 

　次にお伺いしたいのは、修繕困難な遊具、

また、老朽化した公園について、今後、市の

対応はどうなっているのか、お伺いしたいと

思います。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）修繕困難な遊具は、
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答弁にもありましたように撤去したいと考え

ております。 

　また、老朽化した公園については、設置後

30年を超えているものもあり、遊具の修繕等

が今後も必要となってくるのを感じておりま

す。特にちびっこ広場については、少子化や

公園等の必要性にも変化が生じ、廃止や統合

について検討が必要と考えております。一方

で、利用者は減っているものの施設維持を望

む声も多くあり、廃止となると理解を得るた

めには時間を要すると考えています。 

　今後についても適切な維持管理を行いなが

ら、必要性に応じて遊具の更新・修繕など、

地域の皆さまの協力や意見を聞きながら、市

民の皆さまが憩える、集える公園、広場につ

いて検討していきたいと考えております。 

○議長（森下伸吾君）18番　中本君。 

○18番（中本正人君）ありがとうございます。 

　まず確認したいことは、ただ今の答弁で、

撤去するということですね。撤去するという

ことは、撤去することはいいんですけども、

新たに遊具を設置するというふうに考えてい

いのかどうか、それをお伺いします。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）都市公園とちびっ

こ広場とあるんですが、ちびっこ広場の遊具

については非常に老朽しているというところ

で撤去を進めておるんですが、基本的にはち

びっこ広場の遊具を減らしていきたいという

考えの下で、地元の皆さまと協議しながら、

撤去についても今後進めていきたいなと考え

ております。 

○議長（森下伸吾君）18番　中本君。 

○18番（中本正人君）じゃ、撤去した後はも

う設置しないということでいいんですね。 

　次に、二点目としてお伺いしたいのは、ち

びっ子広場については廃止や統合等について

も検討が必要と考えているということですけ

ども、もう少し詳しく説明してもらえますか。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）今までもちびっこ

広場の廃止を幾つかしてきておるんですが、

場所によっては非常に利用数の少ないような

ちびっこ広場も市内に幾つかあります。 

　全体で今、ちびっこ広場が42箇所あるんで

すが、所によったら、遊具の置いてある箇所

でそのうち三十数箇所のちびっこ広場は遊具

を置いとるんですが、場所によっては使われ

ていないような、使われる頻度が少ないよう

なちびっこ広場もございますので、そういう

ところは地元の方と協議しながら、ちびっこ

広場の廃止も含めて今後検討していきたいと

いうふうに考えております。 

○議長（森下伸吾君）18番　中本君。 

○18番（中本正人君）分かりました。 

　それでは、次にお伺いしたいのは、杉村公

園のやすらぎ広場、本当に日曜日なんかは駐

車場がいっぱいで止められないというぐらい

人気のある公園ですけども、そこで私は、杉

村公園やすらぎ広場の駐車場が狭いので、駐

車場の拡大、拡張についてはどのように考え

ているのか、拡張してはどうかなというふう

に思うんですけども、いかがでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）駐車場の拡張につ

いてのご質問ですが、杉村公園やすらぎ広場

のところには第１駐車場がありまして、第１

駐車場につきましては、休日の天気のよい日

などは混雑する状況にあることは認識してお

ります。 

　しかしながら、拡張する用地の問題等など

がありますので、現在のところ拡張計画はご

ざいません。混雑している場合は、第２、第

３駐車場を利用していきたいと考えておりま

す。 

○議長（森下伸吾君）18番　中本君。 
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○18番（中本正人君）ただ今の答弁で、拡張

する計画はないということですよね。これを

聞いて、もうあとの質問しても駄目かなと思

いますけども、これ今の答弁で、第２、第３

駐車場を利用してほしいということですけど

も、第１駐車場から第２、第３駐車場までか

なりの距離がありますよ。私もその道をいっ

ぺん歩いてみました。大人ですし男ですから、

別に歩くのは苦にはなりません。しかし、公

園に行かれる人といえば若い親子、お母さん

と子どもということで、あの杉村公園の中を

歩きながら、果たして行ってくれるかな。 

　これは普通考えれば、お母さんだけならま

だしも小さな子どもがいてるんですよ。そう

いう中で、あの杉村公園の中を歩いていける

かなというのは、とても私は無理じゃないの

かなと思いますけども、どう思われますか。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）議員おただしのよ

うに、第２、第３駐車場から杉村やすらぎ広

場へは高低差もありまして、小さいお子さん

連れとか高齢者の方は大変なところもあると

感じております。 

　利用者の方には、ライブカメラを２台設置

しておりまして、利用状況を確認していただ

ける状況になっておりますので、そういう状

況を確認した上で来園していただきたいのと、

送迎による来園とかも併せて検討していただ

ければなと考えております。 

　一方で、第２、第３駐車場を利用する方に

つきましては、杉村公園内の遊具や四季折々

の風景を楽しみながら、散策も交えて来てい

ただければと考えていますので、ご理解のほ

どよろしくお願いいたします。 

○議長（森下伸吾君）18番　中本君。 

○18番（中本正人君）しんどいですね。親御

さんで荷物持っていけるかな。僕は大変だな

と思うんですけど。 

　そういう中で、今説明のあった、ライブカ

メラを利用してとか、そんなカメラを見てま

で公園に行きますか。普通考えられないと思

いますけど。公園へ行くということは、子ど

もが遊びに行きたいということですよ。杉村

公園の自然を、四季折々の景色を見に行きた

くて行くんじゃないんですよ。 

　あの第１駐車場に車が止められないから、

杉村公園に駐車して、そこから歩いて行くと

いうことですよね。私はその辺はおかしい、

どう考えているのかなと思うんですけど、そ

の辺どう考えますか、その辺について。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）ユーチューブでラ

イブカメラで混雑状況が分かるようになって

おります。ユーチューブの閲覧数も折々確認

するんですが、たくさんの方がご覧になって

おられるというのも分かっておりますし、ど

うでしょう、市内、やすらぎ広場以外でも公

園もございますので、混雑の場合は別の公園

とかも利用していただければと思っておりま

す。 

○議長（森下伸吾君）18番　中本君。 

○18番（中本正人君）結局、杉村公園は本当

に市民の皆さんから、子どもから人気のある

公園です。これは我々にとってもうれしいこ

とだと思うんです。しかし、これ、どうして

人気があるんですか。と思いませんか。 

　それはふわふわドームがあるからです。私

も何回となく見に行きました。そうしたら、

子どもがふわふわドームに乗って、きゃあき

ゃあ言いながら飛んだり跳ねたりこけたり、

それが楽しくて行っているんだと僕は思うん

です。 

　ということは、ふわふわドームがあるとい

うことは、橋本市は高野口町の名古曽児童公

園にもふわふわドームがありますわね。しか

し、本市と人口が同じぐらいの紀の川市では
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１台もありません、ふわふわドームが。そし

て、河内長野市、10万人はちょっと切りまし

たけども、の人口で、山林公園も入れますと

260箇所の公園があります。そこでもふわふわ

ドームは設置はありません。 

　しかし、私が聞いたところでは河内長野市

もふわふわドームについては検討する余地が

あるということで、近々というんですか、近

い将来設置してくるだろうなと思いますけど

も、そういう環境です。そういう意味で私は

橋本市の公園はすばらしいなと、自信を持て

るんだと思います。 

　だからこそ、河内長野市からでも、また、

あやの台ですか、遠いところからでも来てく

れるということ。これはやはり自信を持って

いただきたいと思いますし、これからもまた

次の、第３のふわふわドーム設置の公園もで

きればいいのになということを期待しており

ますので、よろしくお願いしたいと思います。 

　それでは、次にお伺いします。 

　あやの台中央公園の駐車場を拡張してはど

うですかという意見ですけども、私はあやの

台の駐車場を見に行きました。ちょうど住宅

の一番奥にありまして、それはきれいな公園

です。広々とした広場があって。しかし、残

念なことに座るところがない。遊具一つない。

何ともったいないなということを感じました。 

　すばらしい公園。それだけに遊具の設置、

そして駐車場の拡張についてぜひともお願い

したいなと思うんですけども、どうでしょう

か。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）あやの台中央公園

の駐車場の拡張と遊具の設置というご質問で

ございますが、あやの台中央公園は主に近隣

に居住する方の利用を目的とした公園となっ

ております。 

　あやの台がまち開きを行った当時のコンセ

プトとしては、緑を多く残した、ゆとりのあ

るまちをめざして、あやの台が計画されてお

ります。公園を結び、歩行者が散策できる緑

道の確保や住民の憩いの場となるような公園

整備計画がなされました。 

　このようなコンセプトを念頭に、あやの台

中央公園は、地域住民間の交流や親睦を、季

節感あふれた空間の中で実現できる休息、散

策などを用いた雰囲気のレクリエーションの

施設として計画されております。現在の利用

方法としても、居住空間から緑道を散策しな

がらあやの台中央公園を訪れる中で、暮らし

に密着した自然環境を感じていただけるよう

な公園となっております。 

　今後につきましては、整備当時のコンセプ

トというのを守っていきたいと考えておりま

す。また、近隣にある認定こども園の運動会

や地元のイベント等にあやの台中央公園を利

用していただいておりますので、そういった

際には、近隣の市有地の開放をして駐車場と

して利用していただいております。 

　遊具を設置した場合、運動会やイベントの

実施が困難になったり居住スペースへの騒音

問題などが発生することも考えられます。こ

れらのことから遊具の設置の予定はございま

せん。ご理解のほどよろしくお願いします。 

○議長（森下伸吾君）18番　中本君。 

○18番（中本正人君）ただ今、答弁していた

だきましたけども、私もこの質問をするにあ

たって、天気のいい日曜日なんかに何回とな

くあやの台に見に行かせてもらいました。し

かし、一度となく人影がある姿は見たことが

ない。何ともったいないなと思うし、しかし、

あれだけのすばらしい広場、公園でありなが

ら、一度もないですよ、人影というのは。 

　これ、どう思われます。そんな、今、答弁

されたような、そんなイベント等のできるよ

うなあれがあるんですか。イベントなんかで
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も年に何回するんですか。その辺をいっぺん

お伺いしたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）あやの台中央公園

というのは、先ほども申しましたとおり、遠

くから来ていただける人を対象ではなく、近

隣に居住されておる方が緑道を通して散策し

たりというようなところで利用していただく

ような公園のコンセプトというところで、一

度も利用されておるところを見られたことが

ないということですけど、私も何回か行くん

ですが、そのときには散策されている方や公

園内で遊んでいる子どもたちも見たことがご

ざいますし、憩える場として利用していただ

いているように感じております。 

○議長（森下伸吾君）18番　中本君。 

○18番（中本正人君）部長が行かれたときは

おられましたか。私も本当に、まあそれは、

おってくれるのはいいんですよ。私もこの質

問をするのに本当、四、五回は見に、天気の

いい日曜日に行きましたけど、本当に一度も

ないんです。ああ、もったいないなと思って。 

　というのも、あの公園には駐車場というの

はあります。しかし、６台しか止められませ

ん。その横に駐輪場、10台ぐらい置けるかな、

あります。しかし、あれだけのすばらしい公

園でありながら、駐車場は６台しか止められ

ない。私は考えられない。もったいない。 

　そこへ、先ほども言いましたように、遊具

がない。だから、地元の人は、地域の人は、

杉村公園まで来るんと違うんでしょうか。そ

の辺を私は考えてほしいんです。 

　ですから、あれぐらいの立派な、広い、広々

とした公園があるにもかかわらず、駐車場は

車は６台しか止められない、遊具が一つもな

いということ自体、私はおかしいなと思うし、

ぜひとも私は駐車場の拡張と、そして遊具の

設置について、つけてくれたらなと。そうし

たら、わざわざ地元の人は遠い杉村公園まで

行かなくてもいいということです。その辺、

もう一度お伺いします。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）駐車場については、

何回も言わせていただきますが、遠くから来

る方を対象とした公園ではなく、近隣の方の

利用を目的としたというところもございます

し、イベント等、運動会等があるときは道を

挟んだ西側に緑地ができて、そこで駐車スペ

ースもたくさん止めれるようなところがござ

います。そういう必要なときにはそこを開放

して止めていただけるようなことも考えてお

りますので、ご理解のほどよろしくお願いい

たします。 

○議長（森下伸吾君）18番　中本君。 

○18番（中本正人君）確かに、今、部長が言

われたように、言われることは分からんでも

ないですけど、あれだけの公園がありながら、

もったいないなと、私はそう思うんです。 

　そういう中で、先ほども言ったように、イ

ベントとか運動会等もするとは思いますけど

も、そんなの年に数回でしょう。まして、あ

の広々とした広場で、わあわあ、仮に運動会

していても、周囲の住居にはそんなに聞こえ

ないと思います。 

　そやから、あの地域も広いです。ぜひとも

私は、せめて駐車場の拡張、何回も言います

けども、６台しか止められない駐車場。それ

は歩いて来れるといえば歩いて来れます。け

ど、広いですよ、あの地域も。 

　そして、遊具の設置いうのはせんでいいと。

私はしてほしい。というのは、市内に小学校

で現在14校あるのかな、小学校が。その中で

一番児童数が多いのはあやの台小学校です。

そこにあれだけの公園がありながら行かれな

い。そして、親御さんなんかは杉村公園まで

行かれるということ。どう思われます。これ
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おかしいと思いませんか。 

　もし近くにあれば、わざわざあやの台から

杉村公園まで行く必要はないと考えたときに、

私は、何回も言いますけども、やはり駐車場

拡張と遊具を設置してほしいということを思

うんです。 

　これ以上もう部長に言っても最終的な答え

は出ないと思いますよね。ということは、今、

市長ともちょっと目が合いましたけども、最

後はやはり市長の理解のある答弁を頂けるん

じゃないのかなというふうに感じておるんで

すけども、最後に一言、市長、どう思われま

すか。お願いします。 

○議長（森下伸吾君）市長。 

○市長（平木哲朗君）中本議員の質問にお答

えします。 

　確かに土地は広いですし、というのはある

んですけど、あやの台がまち開きしたときの

公園の条件というのは、地元の人たちの間で

協定みたいなものがあるはずなんです。あや

の台区自治会の方もよく市長室に来てくれる

んですけど、あやの台でイベントをするとい

うのは年二、三回やってくれています。 

　やっぱり向こうはそれほど遊具に関しては

言われていませんので、そしてまた、不法投

棄が増えてくるという話もあってちょっと防

犯カメラもつけさせたんですけども、やっぱ

りごみの問題、外から来たときのごみの問題

をどうするのかとか、実際、自治会といっぺ

ん話し合わないと、ここが広いから公園造れ

という話はなかなか難しいなと思っています。 

　今、杉村公園でも違う問題が出てきていま

す。真夏にあそこで遊ぶ人がおれへんように

なってきているという事実もあって、今、子

育て世代の方と話をしたり、いろいろ話する

と、逆に室内で遊べるところを作ってくださ

いよということで、今、保健福祉センターの

２階とか文化会館の３階とかというのを開放

しながら、もっと公民館も若い人に使ってく

ださいよという。 

　夏場、杉村公園はがらがらなんです。遊具

が熱なり過ぎて遊べないというようなところ

で、子育て世代から今いろんな意見を頂いて

いて、今、何かできへんかなということで、

できるだけ高齢者に開放せいと言うとった、

17番議員かな、以前質問を頂いたと思うんで

すけども、子どももどこか公共施設を夏場は

開放してくれという話も頂いています。 

　そういうところもありますし、ただ、三石

台だったら商店を作らないという、そういう

ような協定があって、だから、あそこになか

なかコンビニとかでけへんのですけど、まち

開きしたときにそこの辺の、先ほど部長が説

明していましたけど、そういう遊具を置くな

とかというようなことがあるのであれば、う

ちとしては手出しがしにくいな、公園を増や

すというようなことにはなかなか難しいなと

いうふうにも思っていまして、逆に、私らは

ちょっともう公園を減らしていって管理コス

トを減らして、その減らした分で遊具を設置

していくような、いいものを入れていくよう

な、ちょっとやっぱりスクラップ・アンド・

ビルドをやらないと、もうコストばっかり膨

れ上がっていくというところもあります。 

　そういうことも含めて、今後、都市公園の

在り方というのも一度、再度検討して、本当

にほかにふわふわドームが作られへんのかと

かというのも議論した上で整備をしていかな

いと、コストばっかり増えていっているのも

現実なんです。 

　ちびっこ広場でも、子どもがいてないのに

ちびっ子広場というのを管理してもらってい

るというところもあって、そこには５万円出

しているとか、やっぱりその辺の要らないと

ころを減らして、浮かしたお金を公園整備に

使っていくというふうな形に変えていきたい
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なというふうにも思っていますし、杉村公園

の駐車場の話もありましたけど、もともと杉

村さんの資産を寄附してもらったところなの

で、やっぱり用地がなかなか難しいという、

確保が難しいというところもあります。 

　ただ、中本議員が言われるように、大きな

課題かなというふうにも思っていますので、

ちょっと今、遊具を置けという話は言われて

も、やっぱり地元自治会との関係性もありま

すので、その辺も含めて今後の検討課題とさ

せていただけたらと思いますので、ご理解い

ただきたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）18番　中本君。 

○18番（中本正人君）今、市長から聞いたよ

うに、そういう細かい話を私は知らないもの

ですから、ただ、あやの台公園を見たときに、

これだけのすばらしい公園がありながら座る

ところ一つない、遊具もないと。もったいな

いなということで、私、今回のこの質問にな

ったんですけども、そういう話合いになって

いるのであれば、それはもう仕方ないことだ

と思います。 

　ただ、そういう中で、やはり子どもたちが

元気に明るく、生き生きと成長してもらうた

めに、やはり公園が必要じゃないのかなとい

うふうに思いますし、ただ、今日びの子は本

当に外に出て遊ぶということは確かに少ない

ですよね。我々の年代は、もちろん時代が違

いますのは、学校から帰れば宿題する前に外

へ遊びに行ったものですけども、今の子ども

らは本当に家へ帰れば、学校が終わって帰れ

ば家の中から出ない。中にはゲームをする子

どもも多いとかということも聞きますけども、

外で遊ぶということも、これも少ないように

感じます。 

　それだけにやはり、健康のためにもやはり

外で遊んで、元気にやってほしいなというの

を、私はそう思って今回ここで質問をさせて

もらったんですけども、今、市長の話を聞い

て、そういう話合いになっていて、地元から

もそういう要望がないのであれば、私もこれ

以上は言うこともありませんし、ただ、何回

も言うように、やはり子どもたちのために、

できればしたってほしいなという思いで今回

の質問になったということです。 

　そういうことがあるので、もうこれ以上は

質問しません。どうもありがとうございまし

た。終わります。 

○議長（森下伸吾君）18番　中本君の一般質

問は終わりました。 

　この際、１時45分まで休憩いたします。 

（午後１時35分　休憩） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

（午後１時45分　再開） 

○議長（森下伸吾君）休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

　日程に従い、一般質問を行います。 

　順番16、４番　梅本君。 

〔４番（梅本知江君）登壇〕 

○４番（梅本知江君）改めまして皆さん、こ

んにちは。今回も先輩方の一般質問、とても

勉強になりました。ありがとうございました。 

　私は一般質問の最後となります。皆さん、

お疲れだと思いますが、どうぞよろしくお願

いいたします。 

　最初に、この場をお借りして、最近、市民

の方から道路の整備の件で要望を多く頂きま

す。その都度、都市整備の方にお願いしに行

っています。いつもお忙しい中なのに迅速に

対応していただいています。そして、市民の

方にもとても感謝していただいています。こ

の場をお借りしてお礼申し上げたいと思いま

す。 

　そうしましたら、一般質問に入らせていた

だきます。 

　市民会館閉館に伴う公共施設の活用につい
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て。 

　長年、市民の皆さまに愛され、使用してき

た市民会館。とても残念ですが、老朽化に伴

い、安全性の確保や適正な維持管理を行うこ

とが困難であり、修繕するためには多額の費

用がかかるということで、令和７年３月末で

閉館となります。 

　１、今まで定期的に利用されていた方々へ

の周知やご案内はどのようにされていますか。 

　２、市民会館の代わりに、橋本市サカイキ

ャニング産業文化会館アザレアを利用してく

ださいとのことですが、大ホールは土日、祝

日などスケジュールが重なり、借りれない状

況が続いています。これについて対応、対策

はお考えでしょうか。 

　３、橋本市内に大ホールはほかに橋本市東

部コミュニティセンターがありますが、駐車

場が少なく、利用できにくい状況です。対応、

対策はどうされていますか。 

　答弁のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（森下伸吾君）４番　梅本君の質問、

市民会館閉館に伴う公共施設の活用に対する

答弁を求めます。 

　総務部長。 

〔総務部長（中岡勝則君）登壇〕 

○総務部長（中岡勝則君）市民会館閉館に伴

う公共施設の活用についてお答えします。 

　一点目の、今まで定期的に利用されていた

方々への周知やご案内についてですが、令和

５年度及び６年度において市民会館をご活用

いただいた方々に対し、長年ご利用いただい

たお礼と市民会館に代わる施設の案内を記載

した「橋本市民会館閉館のお知らせ」を令和

６年10月に送付させていただきました。 

　また、令和６年11月と令和７年３月広報で、

お知らせと同様の内容を記載するとともに、

個々のお問合せに対しましても随時対応を行

っています。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

〔教育部長（岡　一行君）登壇〕 

○教育部長（岡　一行君）二点目の、橋本市

サカイキャニング産業文化会館の大ホールを

土日、祝日などはスケジュールが重なり借り

れない状況が続いていることについてですが、

令和６年４月から令和７年１月までの土日と

祝日93日間のうち、26日分が当会館の未利用

の日数となっています。 

　利用申請については、利用希望日の１年前

から申請ができますので、希望される日程等

をご調整いただくことのほか、早期の申請手

続きをお願いしているところです。 

　三点目の、橋本市東部コミュニティセンタ

ーの駐車場が少なく利用できにくい状況の対

応、対策についてですが、併設する隅田地区

公民館と合わせて、敷地内の駐車場スペース

に限りがあることは認識しています。 

　当該センターで開催されるイベントによっ

ては、多くの来場者が見込まれることもあり、

主催者側で近隣の空き地等の臨時借用をお願

いすることもあります。 

○議長（森下伸吾君）４番　梅本君、再質問

ありますか。 

　４番　梅本君。 

○４番（梅本知江君）ご答弁ありがとうござ

いました。 

　まず、一つ目の質問なんですけれども、そ

れまでに、すみません、私のところにも届い

ていました、すごくご丁寧にお一人お一人こ

ういう形でご案内を出しているんだなという

ことで、とても感銘を受けておりました。あ

りがとうございました。 

　その閉館のお知らせなんですけど、何件送

付されましたですか。 

○議長（森下伸吾君）総務部長。 

○総務部長（中岡勝則君）100件送付させてい

ただきました。 
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○議長（森下伸吾君）４番　梅本君。 

○４番（梅本知江君）ありがとうございます。 

　100件中、その件での問合せなどは何件ぐら

いありましたでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）総務部長。 

○総務部長（中岡勝則君）令和６年10月に送

付させていただいてから現在まで、個別のお

問合せは２件いただきました。 

○議長（森下伸吾君）４番　梅本君。 

○４番（梅本知江君）どのような内容でした

ですか。何かクレームにはなりませんでした

ですか。 

○議長（森下伸吾君）総務部長。 

○総務部長（中岡勝則君）クレームというこ

とはなかったと認識しています。施設が閉館

となったときに、次どうしたらいいかという

ご相談の中で、教育文化会館であるとかサカ

イキャニング産業文化会館であるとかをご案

内するといった内容で、下見というか今度見

てみますというようなお話であったと聞いて

おります。 

○議長（森下伸吾君）４番　梅本君。 

○４番（梅本知江君）ということは、何のク

レームもなく閉館できる状況になったという

ことで間違いないですか。 

○議長（森下伸吾君）総務部長。 

○総務部長（中岡勝則君）現時点では、大き

なというか、トラブルなく閉館のご案内がで

きたというふうに思っております。 

○議長（森下伸吾君）４番　梅本君。 

○４番（梅本知江君）それはよかったです。

本当に大変な手続きなどあったと思うんです

けど、ありがとうございました。 

　そして、これまで市民会館の運営に携わっ

てくださった方にも感謝を申し上げて、次の

質問に移らせていただきたいと思います。 

　二点目の質問になりますが、市民会館の大

ホールは、大ホールだけはもっと前で、令和

４年度にもう使えなくなったと聞いておりま

す。それから約３年の日がたちますが、大ホ

ールが使えなくて困っている方からのご意見

ということで、次の質問に移らせていただき

ます。 

　先ほども言いました二つ目ですが、橋本市

サカイキャニング産業文化会館アザレアとい

うのが橋本市には立派な会館があります。特

に日曜日なんですが、やっぱりイベントとい

えば日曜日が多くなるんですが、利用したく

ても先約やバッティングなどで予約できない

ということが多々起こっております。 

　どうしても取れない場合は、市民の方は、

じゃ、どうしているかと申しますと、隣のか

つらぎ町のあじさいホールをお借りしたり、

あと紀の川市にある粉河ふるさとセンターま

で行って利用されるような状況です。 

　やっぱり遠いですよね、どうしても。こう

いう状況があるということは市としてご存じ

でしたですか。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡　一行君）お答えいたします。 

　そのような場合もあるということは存じて

おります。できれば市内の方々はサカイキャ

ニング産業文化会館を利用していただきたい

ところですが、収容人数の関係で、市民会館

が閉館して代替できる施設というのも限られ

ていますので、日程が重なる場合はやむを得

ない場合もあると感じております。 

　以上です。 

○議長（森下伸吾君）４番　梅本君。 

○４番（梅本知江君）やむを得ないのではな

く、何か対策を考えられたことはありますで

しょうか。 

　それでちょっと提案なんですけれども、何

人かの方からもご意見いただいて、皆さんも

そう感じている方も多いかもしれませんが、

橋本市には東部コミュニティセンターという
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のがあります。どちらかといったら市の会館

というより公民館の一つになるかもしれませ

んが、私は東部コミュニティセンターを利用

させていただいたらいいんじゃないかという

ふうに感じています。 

　が、どうしてもやっぱり駐車場が狭いんで

す、先ほどの質問の内容にもありましたが。

それで、ちょっと質問なんですけれども、東

部コミュニティセンターの収容人数と駐車場

の台数を教えていただけますか。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡　一行君）お答えいたします。 

　東部コミュニティセンターのホールの収容

人数は、座席数として308名です。駐車場につ

きましては、隅田地区公民館と合わせまして

約60台でございます。 

　以上です。 

○議長（森下伸吾君）４番　梅本君。 

○４番（梅本知江君）収容人数に比べて駐車

場の数が足りていないのではないでしょうか。

何か基準値というのはございますか。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡　一行君）お答えいたします。 

　基準等は特に設けておりません。仮に東部

コミュニティセンターが満席となった場合、

人数からの単純計算で約５分の１の駐車場ス

ペースしかないことにはなりますが、当会館

は国道24号で車の利用が多いということ、ま

た、施設にホール、舞台があることなどから

発表会などの様々な屋内イベントとして利用

されておりますが、駐車場としましてはおよ

そ60台分であるということを利用者の皆さん

にご理解いただいているところでございます。 

　以上です。 

○議長（森下伸吾君）４番　梅本君。 

○４番（梅本知江君）理解されているという

より仕方ないというふうに多分感じられてい

るのではないかと思います。駐車場が足らな

い、発表会とかだったら60では足らないとな

ったときに、現在、利用者の方たちにはどの

ような対応をされていますですか。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡　一行君）お答えいたします。 

　まず、当センターの駐車場台数以上に車の

数が見込まれるイベントの場合は、利用申請

の受付の際に、主催者側の方に施設内の駐車

場に限りがあるということを事前に説明して、

ご理解いただくことに努めています。 

　もし時間帯が合えばなんですけども、公共

交通機関といいますかコミュニティバスのご

利用も紹介することもあります。 

　また、民間事業者主催の、例えばなんです

けど、ピアノの発表会では、時間帯により１

部、２部、３部、４部制にするとか午前の部、

午後の部にするなどとか、出演者と観覧者の

入替え等を行っていただくなど工夫して施設

をご利用いただいているという事例もござい

ます。 

　以上です。 

○議長（森下伸吾君）４番　梅本君。 

○４番（梅本知江君）そんなふうに工夫でき

る会もあればいいですが、そうじゃない場合

のほうが多いかと思います。 

　コミュニティバスの利用とありますが、今

お話にもありましたが、橋本駅から１日８本

ぐらいしか出ていない状況みたいなんです。

とても不便ですし、じゃ、隅田駅から徒歩で

行ったとしましたら約20分ぐらいかかるとな

っています。だからこそ駐車スペースの確保

が必要ではないでしょうか。 

　実際、今まで近隣の、どことは言えないで

すが、近隣の飲食店やお店の駐車場に止めた

りされている方もおられます。すごくこれも

近隣の方に迷惑をかけていることじゃないか

なというふうに感じています。 

　なぜかといいますと、近隣には、例えばタ
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イムスとかという、そういう駐車場がどこも

ないんです。だからどうしても、駄目だなと

思いながらもよその駐車場に止めたりされて

いる市民の方もおられると思うんですけれど、

それでなんですが、実は、東部コミュニティ

センターの裏のほうに橋本市の持ち物で地元

区が管理しているグラウンドが裏にあります。

そこはこういう人数が、キャパシティがオー

バーする場合、駐車場としてお借りすること

はできないでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡　一行君）お答えいたします。 

　高橋川の向かいのグラウンドのことをおっ

しゃっているかと思うんですけど、そちらは

現在、地元区が管理されている場所になりま

す。足らない場合、一度ご相談したらどうで

すかという声はかけさせていただくことはあ

るんですけども、東部コミュニティセンター

のほうで、そちらの場所を使用承諾するお返

事はいたしかねるという状況でございます。 

　以上です。 

○議長（森下伸吾君）４番　梅本君。 

○４番（梅本知江君）地元区に管理を任せて

いるということで、そのお気持ちも分かるん

ですけれども、でも、そこは市の持ち物であ

って、私たち市民が使える権利もあると思う

んです。 

　主催者側が事前にお願いをして、地元区の

ご好意により臨時駐車場として貸してもらえ

たりしたこともあるというのを聞いたことは

あります。なかなかやっぱり地元区に貸して

おられるので、直接やっぱり受付でどうぞ使

ってくださいというようなことはどうしても

言いにくいかと思うんですが、今回もこうい

うお話が一般質問であったと、これ市民の声

をお届けしているので、あったということを

ちょっと地元区にもお伝えいただくようお願

いしたいなと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）市長。 

○市長（平木哲朗君）東部コミュニティセン

ターがなぜできたかというのをご理解いただ

いていないように思います。これはごみ対策

の関係で、あそこに東部コミュニティセンタ

ーを建てなさいという、ごみ対策の関係で建

てた建物でありまして、そこの中島の土地も

実はごみ対策の関係で市で一時お借りして使

っていた場所なので、今、中島区に管理をお

願いしているところです。 

　その中で、市から使わせよという話ではな

くて、やっぱり基本は隅田の地域のごみ対策

の関係なので、そこがやっぱり優先して使っ

てもらえるようなことになると思いますし、

なかなか市からどうせいよという話にはなり

ません。 

　そこはまた借りる皆さんが、逆に中島区と

話をして、使っていいよというふうな形を取

っていただけたらいいかなと思いますし、な

かなか、ごみ対策の関係で今ようやく、ごみ

対策の関係、中島区とも今後何もせんでええ

というようなお話も頂いているので、そこは

またきちっと、市のものやからということで

はちょっと違う部分もあって、昔の流れもあ

るので、それを変えるということもちょっと

難しい場面があると思います。 

　ごみ対策のときも駐車場は造れという話は

なかったので、東部コミュニティセンターを

敬老会とかするから建ててくれという、ごみ

対策の問題で造った部分もありますので、そ

の辺はちょっと、市が積極的に造った施設で

はないというところをご理解いただきたいと

思います。 

○議長（森下伸吾君）４番　梅本君。 

○４番（梅本知江君）市長、ありがとうござ

います。 

　その歴史もある程度はお聞きしていました。

ただ、やっぱり市民会館がなくなったという
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ことで、なかなかアザレアのほうも使用しに

くいということで、どうにかやっぱり市民の

方が使いやすいとなったときにあそこしかな

くて、そういう形でしていただけたらうれし

いなという思いでした。 

　もう今、市長からもお答えいただきました

が、また地元区に、ちょっと地元区のイベン

トがあったりしたときは仕方ないんですけど、

そこがたまたま空いてられるようでしたら、

ぜひ主催側の方が地元区にちょっと連絡をさ

せていただいて貸していただけるように、そ

うしてくださいと言ってくださったので、こ

れでちょっと今のこういう問題は緩和できる

のかなというふうに感じることができました。 

　私の勝手な思いとしましては、今まで市民

会館はやっぱり橋本市の真ん中にあって、も

うすごく交通も便利で、もちろんたくさんの

方も入り、すごいいい施設だったんですけれ

ども、それがなくなってしまいました。サカ

イキャニング産業文化会館はもう西の端なん

ですよね。本当にあちらのほうも駅からも遠

くて、とてもやっぱり交通の便も、バスもな

く、とても不便だと思います。 

　なので、私はですが、これから何か会館を、

発表会や子どものピアノ発表会、いろんな講

演会あると思いますが、橋本市として西のサ

カイキャニング産業文化会館、東の東部コミ

ュニティセンターと位置づけをして、しっか

り皆さんに利用できるところにしていけたら

うれしいかなと思います。 

○議長（森下伸吾君）質問はいかがですか。

質問しますか。 

　４番　梅本君。 

○４番（梅本知江君）すみません。東部コミ

ュニティセンターの要望はそれで終わりなん

ですが、実は私も何度かあそこの大ホールに

お客さんとして行かせていただいたり、あと

主催側として参加したことがあるんですけれ

ども、夏なんですけど、本当に冷房が本当に

効かないんです。効きにくいとかいうもので

はなくて、もう夏の暑い日はもう汗がたらた

ら出るぐらい冷房が効かないんです。会館の

方にいろいろ温度調整とかいろいろしていた

だいても効かない。 

　そうなんです。それはご存じですか。何か

対策とか、ほかにお声があって考えられてい

るでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）梅本議員、それは東部

のほうですか。 

○４番（梅本知江君）失礼いたしました。東

部コミュニティセンターです。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡　一行君）お答えいたします。 

　東部コミュニティセンターはホールが大き

いので、利用してすぐに冷房の効きが行き届

かないということはあるかもしれませんが、

故障はしておりません。定期的に点検等もし

ております。エアコンの性能を上げるために

室外機等のフィルターの清掃など対応してお

るんですけども、多少はお時間を要すること

があるかもしれません。そこはご理解いただ

きたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）４番　梅本君。 

○４番（梅本知江君）できるだけそんなふう

にしていただいているんでしょうけど、それ

でも夏場、汗が出るほど暑いのは、もうそろ

そろエアコンがやっぱり老朽化しているから

ではないでしょうか。 

　主催者は、いろいろ講演会とかをしたとき

に、お客さまから入場料などをもらって開催

されていると思うんです。そんなときにすご

く暑くてということでクレームが出て迷惑を

かけたり、あと、やっぱりお子さんもよく来

られる会もあるでしょうし、高齢者の方もよ

く来られる会があると思います。それでまた

体調不良になりかねないとも思いますし、何
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かもう一度、再度しっかり点検をしていただ

いて、修繕または、やっぱりどうしても効か

ないなというようでしたら取替えを検討いた

だきたいと思います。いかがですか。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡　一行君）お答えいたします。 

　電気のデマンドの設定のこともあるかと思

うんですけど、利用者の方から要望がありま

したら、できる範囲でになるんですけども、

利用時間の少し前に冷房を作動させておくと

いうことはスタッフで協力させていただくこ

とは可能です。 

　取替えとか交換とかとなってきましたら、

今、実際、壊れていませんので、すぐ効くか

となってきたら、性能のこともあるんですけ

ども、今すぐ、じゃ、取り替えますというと

ころには、そこまでちょっと行けませんので、

しばらくこのまま運用させていただきたいと

思います。 

○議長（森下伸吾君）４番　梅本君。 

○４番（梅本知江君）なかなか本当、エアコ

ンを取り替えるとかになると、なかなか経費

もかかりますし、よく分かります。そうです

ね、またちょっと早めにちょっと会場を冷や

していただくとか、デマンドの関係もあると

思いますが、ちょっといろいろまた会館で工

夫していただいて、最終それでもやっぱり効

かない場合は、取替えとかをまた検討してい

ただけたらと思います。 

　ぜひ、本当に、すてきな会場が二つあるの

で、皆さんが使いやすい会場にしていただけ

たらうれしいです。 

　これで私の一般質問を終わらせていただき

ます。ありがとうございました。 

○議長（森下伸吾君）４番　梅本君の一般質

問は終わりました。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○議長（森下伸吾君）これにて一般質問を終

結いたします。 

　以上で本日の日程は終わりました。 

　本日はこれにて散会いたします。お疲れさ

までした。 

（午後２時12分　散会） 
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